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平成１８年第４回 

城里町議会定例会会議録 第１号 

───────────────────────────── 

平成１８年１２月１２日 午前１０時０５分開会 

───────────────────────────── 

 １．応招議員 

      １番  河原井 大 介 君   １０番  寺 田 和 郎 君 

      ２番  関   誠一郎 君   １１番  三 村 由利子 君 

      ３番  阿久津 則 男 君   １２番  松 﨑 信 一 君 

      ４番  桐 原 健 一 君   １３番  小松﨑 三 夫 君 

      ５番  飯 村 吉 伊 君   １４番  鯉 渕 秀 雄 君 

      ６番  小 林 祥 宏 君   １５番  根 本 正 典 君 

      ７番  玉 川 台 俊 君   １６番  阿久津 尚 一 君 

      ８番  南 條   治 君   １７番  小 圷   孝 君 

      ９番  杉 山   清 君   １８番  小 林   宏 君 

 

 １．不応招議員 

       な  し 

 

 １．出席議員 

      １番  河原井 大 介 君   １０番  寺 田 和 郎 君 

      ２番  関   誠一郎 君   １１番  三 村 由利子 君 

      ３番  阿久津 則 男 君   １２番  松 﨑 信 一 君 

      ４番  桐 原 健 一 君   １３番  小松﨑 三 夫 君 

      ５番  飯 村 吉 伊 君   １４番  鯉 渕 秀 雄 君 

      ６番  小 林 祥 宏 君   １５番  根 本 正 典 君 

      ７番  玉 川 台 俊 君   １６番  阿久津 尚 一 君 

      ８番  南 條   治 君   １７番  小 圷   孝 君 

      ９番  杉 山   清 君   １８番  小 林   宏 君 

 

 １．欠席議員 

       な  し 

 

 １．説明のため出席した者の職氏名 

町 長 金 長 義 郎 
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助 役 岩 間 伸 博 

教 育 長 三 村 亮 一 

総 務 課 長 河原井 宗 蔵 

企 画 財 政 課 長 加藤木 昭 博 

税 務 課 長 加倉井 一 史 

町 民 課 長 三 村 敏 男 

保 険 課 長 盛 田   守 

健 康 福 祉 課 長 松 本 秀 利 

産 業 振 興 課 長 飯 田   修 

都 市 建 設 課 長 小 林 修 一 

下 水 道 課 長 阿久津 和 文 

会 計 課 長 

（ 収 入 役 職 務 代 理 者 ） 
横 田 栄 子 

水 道 課 長 松 﨑   榮 

農 業 委 員 会 事 務 局 長 高 橋 洋 造 

教 育 委 員 会 事 務 局 長 海 野 勝 美 

 

 １．職務のため出席した者の職氏名 

議 会 事 務 局 長 田 上   勤 

書 記 鯉 渕 和 己 

書 記 桑 野 智 弘 

 

 １．議事日程 

───────────────────────────── 

議 事 日 程 第 １ 号 

平成１８年１２月１２日（火曜日） 

午前１０時００分開会 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 会期の決定 

  日程第３ 議案第73号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う城里町条例の 

             整備に関する条例について 

  日程第４ 議案第74号 城里町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関 

             する条例の一部を改正する条例について 

  日程第５ 議案第75号 城里町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

             て 

  日程第６ 議案第76号 城里町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の 
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             一部を改正する条例について 

  日程第７ 議案第77号 城里町副町長定数条例の制定について 

  日程第８ 議案第78号 城里町農業集落排水事業債償還準備基金条例の制定について 

  日程第９ 議案第79号 城北地方広域事務組合規約の変更について 

  日程第10 議案第80号 茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協議について 

  日程第11 議案第81号 城里町と水戸市との境界の変更について 

  日程第12 議案第82号 町道路線の廃止について 

  日程第13 議案第83号 町道路線の認定について 

  日程第14 議案第84号 工事変更請負契約の締結について 

  日程第15 議案第85号 平成18年度城里町一般会計補正予算（第３号）について 

  日程第16 議案第86号 平成18年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

             について 

  日程第17 議案第87号 平成18年度城里町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ 

             いて 

  日程第18 議案第88号 平成18年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第２ 

             号）について 

  日程第19 議案第89号 平成18年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２ 

             号）について 

  日程第20 議案第90号 平成18年度城里町水道事業会計補正予算（第２号）について 

  日程第21 陳情第７号 教育基本法「改正」法案の廃案を求める陳情 

  日程第22 陳情第８号 本町商工業の活性化に関する陳情書 

  日程第23 要望第３号 飲酒運転の追放の議決を求める要望書 

  日程第24 報告第15号 議会運営委員会視察研修報告書 

  日程第25 報告第16号 総務常任委員会視察研修報告書 

  日程第26 報告第17号 教育民生常任委員会視察研修報告書 

  日程第27 報告第18号 産業建設常任委員会視察研修報告書 

  日程第28 報告第19号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う城里町規則の 

             整備に関する規則 

  日程第29 報告第20号 城里町排水設備指定工事店規則の制定 

  日程第30 報告第21号 例月出納検査報告（９月、10月、11月執行分） 

  日程第31 所管事務調査の報告について 

 

 １．本日の会議に付した事件 

    議案第73号 

    議案第74号 
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    議案第75号 

    議案第76号 

    議案第77号 

    議案第78号 

    議案第79号 

    議案第80号 

    議案第81号 

    議案第82号 

    議案第83号 

    議案第84号 

    議案第85号 

    議案第86号 

    議案第87号 

    議案第88号 

    議案第89号 

    議案第90号 

    陳情第８号 

    要望第３号 

    一般質問 

─────────────────────────────── 

午前１０時０５分開会 

議長あいさつ 

 

○議長（小林 宏君） 議員各位には何かとご多用のところご出席をいただき、大変ご苦

労さまです。 

 平成18年第４回城里町議会定例会の開会に当たり一言ごあいさつ申し上げます。 

 本定例会は、条例改正、補正予算などをご審議いただく会議であります。提出されまし

た諸議案は、条例の一部改正及び平成18年度補正予算などであります。よろしくご審議を

お願い申し上げるものであります。 

─────────────────────────────── 

議員の出欠 

 

○議長（小林 宏君） 続いて、出席議員数についてご報告いたします。 

 ただいまの出席議員数は18名です。 

─────────────────────────────── 
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開会の宣告 

 

○議長（小林 宏君） 定足数に達しておりますので、ただいまから平成18年第４回城里

町議会定例会を開会いたします。 

─────────────────────────────── 

開議の宣告 

 

○議長（小林 宏君） 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────── 

諸般の報告 

 

○議長（小林 宏君） 日程に先立ちまして、議会事務局長より諸般の報告をさせます。 

 議会事務局長田上 勤君。 

〔議会事務局長田上 勤君登壇〕 

○議会事務局長（田上 勤君） 諸般の報告をいたします。 

 まず最初に、９月分でございます。 

 ９月３日、日曜日、第１回城里町商工人ソフトボール大会、常北運動公園野球場。議長

出席でございます。 

 16日、土曜日、第13回常北地方中学新人サッカー大会、上古内多目的運動広場。議長、

教育民生常任委員長出席でございます。 

 25日、月曜日、農業委員会定期総会、コミュニティセンター城里。小松﨑、三村、南條

委員出席でございます。 

 26日、火曜日、城北地方広域事務組合議会定例会、コミュニティセンター城里。議長、

小松﨑、三村、寺田、南條、小林祥宏、関委員出席でございます。 

 29日、金曜日、例月出納検査、本庁舎３階委員会室。鯉渕監査委員出席でございます。 

 30日、土曜日、第57回茨城県消防ポンプ操法競技大会県央地区大会、茨城県立消防学校。

正副議長ほか出席でございます。 

 10月でございます。 

 10月17日、火曜日、例月出納検査、本庁舎３階委員会室。鯉渕監査委員出席でございま

す。 

 同じく17日、農業委員会運営委員会、コミュニティセンター城里。三村委員出席でござ

います。 

 19日、木曜日、水戸地方農業共済事務組合出納検査、茨城町本所。松﨑議員出席でござ

います。 

 24日、火曜日、農業委員会定期総会、コミュニティセンター城里。三村、南條委員出席
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でございます。 

 26日、木曜日、城北地方広域事務組合出納検査、コミュニティセンター城里。南條委員

出席でございます。 

 30日、月曜日、笠間地方広域事務組合議会全員協議会及び定例会、笠間市役所。飯村議

員、阿久津則男議員出席でございます。 

 31日、火曜日、町村議長行政視察、岩手県ほか。議長出席でございます。 

 11月でございます。 

 11月６日、月曜日、茨城県市町村総合事務組合先進地視察、静岡県浜松市、磐田市。議

長出席でございます。 

 ７日、火曜日、水戸地方農業共済事務組合全員協議会定例会、茨城町本所。松﨑、杉山

議員出席でございます。 

 ８日、水曜日、笠間地方広域事務組合議会視察研修、群馬県方面。飯村、阿久津則男議

員出席でございます。 

 10日、金曜日、例月出納検査、本庁舎３階委員会室。鯉渕監査委員出席でございます。 

 同じく10日、平成19年度県政要望に関する懇談会、県市町村会館。議長出席でございま

す。 

 13日、月曜日、常北高校の将来を考える協議会、常北高等学校会議室。議長、教育民生

常任委員長出席でございます。 

 14日、火曜日、区長会先進地視察研修、福島県田村市。総務常任委員長出席でございま

す。 

 16日、木曜日、常北地方広域事務組合議会定例会、コミュニティセンター城里。議長、

三村、寺田、南條、小林祥宏議員、関議員出席でございます。 

 18日、土曜日、水戸ホーリーホック市町村の日、城里町の日、笠松運動公園陸上競技場。

議長出席でございます。 

 20日、月曜日、平成18年度第１回市町村負担金審議会委員会、県市町村会館。議長出席

でございます。 

 22日、水曜日、第50回町村議会議長全国大会、東京都・ＮＨＫホール。議長出席でござ

います。 

 27日、月曜日、農業委員会定期総会、コミュニティセンター城里。三村、南條議員出席

でございます。 

 同じく27日、地方分権改革推進全国大会、東京都・県政記念館。議長出席でございます。 

 以上、３カ月の諸般の報告でございました。 

─────────────────────────────── 

会議録署名議員の指名 
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○議長（小林 宏君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第114条の規定により 

  １６番  阿久津 尚 一 君 

  １７番  小 圷   孝 君 

   １番  河原井 大 介 君 

 の以上３君をご指名いたします。 

─────────────────────────────── 

会期の決定 

 

○議長（小林 宏君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 ここで、過日開催しました議会運営委員会の会議の結果について、議会運営委員長より

報告を求めます。 

 14番鯉渕秀雄君。 

〔議会運営委員長鯉渕秀雄君登壇〕 

○議会運営委員長（鯉渕秀雄君） 去る12月５日に開催いたしました議会運営委員会の協

議の結果について報告いたします。 

 今期定例会に提案されます議案18件、陳情２件、要望１件、報告７件、合わせて28件の

審議件数並びに一般質問を検討いたしました。その結果、お手元に配付されております会

期日程どおり、本日から12月15日までの４日間とすることに決定いたしました。 

 議員各位におかれましては、議会運営委員会の決定どおり、ご賛同くださいますようこ

こにご提案申し上げます。 

 議長においてお諮り願います。 

○議長（小林 宏君） お諮りいたします。 

 ただいま議会運営委員長より、今期定例会の会期は本日から12月15日までの４日間とさ

れるようご提案がありました。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 宏君） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に

配付の会期日程どおり、本日から12月15日までの４日間と決定いたしました。 

 続いて、地方自治法第121条の規定により、説明のため本日の会議に出席を求めた者の

職・氏名はお手元に配付いたしました名簿のとおりであります。 

 傍聴人１名を許可いたしました。 

─────────────────────────────── 

町長あいさつ 

 

○議長（小林 宏君） ここで、町長より特に発言を求められておりますので、この際こ
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れを許可いたします。 

 町長金長義郎君。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） おはようございます。 

 本日は、平成18年第４回の定例議会をお願いいたしましたところ、議員各位には、年末、

公私ともにお忙しい中ご出席を賜りまして、まことにありがとうございます。また、日ご

ろより、議員各位には、町政発展のためにご尽力をいただいておりますことを感謝申し上

げる次第であります。 

 本定例議会にご提案申し上げます議案は18件であります。ご審議の上、適切なる議決を

賜りますようお願い申し上げまして、開会に当たりましてのごあいさつにかえたいと思い

ます。 

 大変ご苦労さまでございます。 

─────────────────────────────── 

議案第７３号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う城里町条例の整備に関す 

       る条例について 

 

○議長（小林 宏君） これより、日程第３、議案第73号 地方自治法の一部を改正する

法律の施行に伴う城里町条例の整備に関する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長金長義郎君。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第73号の提案理由を申し上げます。 

 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う城里町条例の整備に関する条例について

でありますが、国において、地方分権の推進に資するとともに、地方自治体の自主性自立

性を高めるために、地方自治法の一部を改正する法律を平成18年６月７日に公布されたこ

とに伴い、城里町の関係条例を改正するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願い申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７４号 城里町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

       一部を改正する条例について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第４、議案第74号 城里町特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第74号 城里町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、現今の行財政を取り巻く

環境が極めて厳しいことから、非常勤特別職の職員においても報酬額を引き下げるため条

例を改正するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７５号 城里町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第５、議案第75号 城里町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第75号 城里町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例についてでありますが、平成18年度の人事院勧告に基づき、県の指導のもと勧告どおり

実施するため条例を改正するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７６号 城里町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

       する条例について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第６、議案第76号 城里町農業集落排水処理施設の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第76号 城里町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例についてでありますが、公共下水道事業及び農業集落排水事

業のそれぞれに指定している排水設備指定工事店を一元化するため条例を改正するもので

あります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７７号 城里町副町長定数条例の制定について 
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○議長（小林 宏君） 次に、日程第７、議案第77号 城里町副町長定数条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第77号 城里町副町長定数条例の制定についてでありますが、

地方自治法の一部を改正する法律が平成18年６月７日に公布されたことに伴い、助役の名

称が副町長と改正され、さらに、定数を条例で規定するように改正されたため制定するも

のであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７８号 城里町農業集落排水事業債償還準備基金条例の制定について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第８、議案第78号 城里町農業集落排水事業債償還準

備基金条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第78号 城里町農業集落排水事業債償還準備基金条例の制定

についてでありますが、平成18年度分からの農業集落排水事業国庫補助事業に係る町債の

償還に充てる財源として、茨城県から交付される交付金を基金に積み立てるため、地方自

治法第241条第１項の規定により制定するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第７９号 城北地方広域事務組合規約の変更について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第９、議案第79号 城北地方広域事務組合規約の変更

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第79号 城北地方広域事務組合規約の変更についてでありま

すが、地方自治法の一部を改正する法律が平成18年６月７日に公布されたことに伴い、組

合規約の一部を変更することについて、地方自治法第290条の規定により議会の議決を求

めるものであります。 
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 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８０号 茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協議について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第10、議案第80号 茨城県後期高齢者医療広域連合設

置に関する協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第80号 茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協議に

ついてでありますが、高齢者の医療の確保に関する法律第48条の規定に基づき、75歳以上

の後期高齢者医療の事務を処理するため、茨城県内の全市町村が加入する「茨城県後期高

齢者医療広域連合」を設置するため、地方自治法第291条の11の規定により準用する同法

第284条第３項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８１号 城里町と水戸市との境界の変更について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第11、議案第81号 城里町と水戸市との境界の変更に

ついてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第81号 城里町と水戸市との境界の変更についてであります

が、県営畑地帯総合整備事業飯富岩根地区の土地改良事業が施行されたことに伴い、城里

町と水戸市との境界を変更するため、地方自治法第７条第６項の規定に基づき議会の議決

を求めるものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８２号 町道路線の廃止について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第12、議案第82号 町道路線の廃止についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 



－１４－ 

 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第82号 町道路線の廃止についてでありますが、大字下古内

地内町道0221号線について、県道日立笠間線の旧道部分を移管されることに伴い、廃止す

るものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８３号 町道路線の認定について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第13、議案第83号 町道路線の認定についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第83号 町道路線の認定についてでありますが、まず、大字

下古内地内町道0221号線については、県道日立笠間線の旧道部分が移管されることに伴い、

次に、大字錫高野地内町道８－1223号線については、県道錫高野石塚線の錫高野地内交差

点工事が終了し旧道部分が移管されることに伴い、さらに、大字大網地内町道201号線か

ら町道204号線までの４路線については、県道真端水戸線の旧道部分が移管されることに

伴い、それぞれ認定するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８４号 工事変更請負契約の締結について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第14、議案第84号 工事変更請負契約の締結について

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第84号 工事変更請負契約の締結についてでありますが、城

里町立小松小学校屋内運動場改築工事の契約金額に変更が生じたことに伴い、城里町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に基づき、議

会の議決を求めるものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８５号 平成１８年度城里町一般会計補正予算（第３号）について 
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○議長（小林 宏君） 次に、日程第15、議案第85号 平成18年度城里町一般会計補正予

算（第３号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第85号 平成18年度城里町一般会計補正予算（第３号）につ

いてでありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ7,495万1,000円を追

加し、予算の総額をそれぞれ100億6,650万2,000円とするものであります。 

 歳入では、地方特例交付金、県支出金、財産収入及び繰入金を追加し、国庫支出金を減

額するものであります。 

 歳出では、総務費、民生費、衛生費、農林水産業費、土木費、消防費及び教育費を追加

するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８６号 平成１８年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第16、議案第86号 平成18年度城里町国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第86号 平成18年度城里町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）についてでありますが、まず、事業勘定においては、既定の歳入歳出予算の総

額に、歳入歳出それぞれ5,636万6,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ21億

894万3,000円とするものです。 

 歳入では、国庫支出金、療養給付費等交付金、共同事業交付金、財産収入、繰入金及び

諸収入を追加し、国民健康保険税及び県支出金を減額するものです。 

 歳出では、総務費、保険給付費、介護納付金、基金積立金及び諸支出金を追加し、老人

保健拠出金及び共同事業拠出金を減額するものです。 

 次に、施設勘定においては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1,486万

8,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ５億5,111万1,000円とするものです。 

 歳入では、診療収入、県支出金及び繰入金を追加し、町債を減額するものです。 

 歳出では、医業費を追加し、総務費及び施設整備費を減額するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 



－１６－ 

 

─────────────────────────────── 

議案第８７号 平成１８年度城里町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第17、議案第87号 平成18年度城里町介護保険特別会

計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第87号 平成18年度城里町介護保険特別会計補正予算（第２

号）についてでありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ50万円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ11億8,044万円とするものです。 

 歳入では、保険料を追加するものです。 

 歳出では、総務費及び保険給付費を追加し、地域支援事業費を減額するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８８号 平成１８年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい 

       て 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第18、議案第88号 平成18年度城里町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第88号 平成18年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）についてでありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ100

万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ10億7,679万3,000円とするものです。 

 歳入では、使用料及び手数料を追加するものです。 

 歳出では、下水道事業費を追加するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第８９号 平成１８年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ 

       いて 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第19、議案第89号 平成18年度城里町農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第89号 平成18年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）についてでありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

260万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ３億2,760万円とするものです。 

 歳入では、町債を追加するものです。 

 歳出では、農業集落排水事業費を追加するものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

議案第９０号 平成１８年度城里町水道事業会計補正予算（第２号）について 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第20、議案第90号 平成18年度城里町水道事業会計補

正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 議案第90号 平成18年度城里町水道事業会計補正予算（第２号）

についてでありますが、収益的収入では、受託工事収益、受取利息、他会計補助金を追加

し、収入総額を５億5,815万7,000円とするものです。 

 収益的支出では、原水及び浄水費、配水及び給水費、受託工事費を追加し、また、総係

費を減額し、支出総額を５億5,815万7,000円とするものです。 

 資本的収入では、企業債、一般会計補助金を追加し、また、国庫補助金を減額し、収入

総額を４億6,056万円とするものです。 

 資本的支出では、資産購入費を追加し、また、配水管布設費、水道建設事業費を減額し、

支出総額を６億1,289万6,000円とするものであります。 

 ご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

─────────────────────────────── 

陳情第８号 本町商工業の活性化に関する陳情書 

要望第３号 飲酒運転の追放の議決を求める要望書 

 

○議長（小林 宏君） 次に、日程第22、陳情第８号 本町商工業の活性化に関する陳情

についてないし日程第23、要望第３号 飲酒運転の追放の議決を求める要望書の取り扱い

について、議会運営委員長よりご意見を賜りたいと思います。 

 14番鯉渕秀雄君。 
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〔議会運営委員長鯉渕秀雄君登壇〕 

○議会運営委員長（鯉渕秀雄君） 議会運営委員会を代表いたしまして、陳情第８号ない

し要望第３号の取り扱いについて意見を述べさせていただきます。 

 陳情１件及び要望１件の２件の取り扱いについては、慎重に審査すべきと考えます。よ

って、陳情第８号 本町商工業の活性化に関する陳情書については、産業建設常任委員会

へ、また、要望第３号 飲酒運転の追放の決議を求める要望書については、所管の教育民

生常任委員会へ付託し、会期中の審査をお願いするものであります。 

 議長においてお諮り願います。 

○議長（小林 宏君） ここで、お諮りいたします。 

 陳情並びに要望の付託先については、ただいま議会運営委員長の発言のとおり、陳情第

８号については産業建設常任委員会へ、また、要望第３号については教育民生常任委員会

へ付託することとし、会期中の審査とすることとしたいと存じますが、これにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 宏君） ご異議なしと認めます。よって、陳情１件、要望１件については、

所管の常任委員会へ付託し、会期中の審査とすることに決定いたしました。 

─────────────────────────────── 

一般質問 

 

○議長（小林 宏君） これより一般質問に入ります。 

 １回目の質問は登壇の上、２回目以降は自席にてお願いいたします。 

 また、質問回数は３回までです。質問時間は60分を超えることはできませんので、質問、

答弁とも簡潔にお願いいたします。 

 一般質問は、通告書に記載した項目数、要旨によりお願いいたします。 

 また、類似した質問が出たときは、後から質問をされる方は重複しないようお願いいた

します。 

 それでは、通告第１号、５番飯村吉伊君の発言を許可いたします。 

 ５番飯村吉伊君。 

〔５番飯村吉伊君登壇〕 

○５番（飯村吉伊君） 通告１番、５番飯村吉伊の一般質問に入ります。 

 私の一般質問につきましては、質問事項で４つほどございます。 

 １としまして、平成19年度予算編成について、２番としまして、今後の農業農政対策に

ついて、さらに、３番、少子化対策事業の取り組みについて、４番としまして、防犯対策

事業の４件について、町長並びに教育長にお尋ねいたします。 

 まず最初に、平成19年度予算編成についての質問でございます。 
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 町長の平成19年度施政方針の大綱をお伺いいたします。 

 町長は、平成18年度城里町づくりの理念ついて、人と自然が響き合い、ともに輝く住み

よいまちづくりを基本としておりました。さらに、町民参加と協働のまちづくりに全力で

取り組むことで18年度は目標を定めております。したがって、平成19年度も基本目標は多

分同じであろうと思われます。 

 国は、本格的な地方分権の確立により、三位一体の改革をされ、意識の構造改革をされ

ております。さらに、平成19年度の城里町の予算では、どのように改革されてるのかをお

尋ねしたいと思います。 

 事業面では、平成18年度の骨格は消防署所の整備、さらには、小松小学校の屋内運動場

の改築等が主体であったかと思いますが、19年度の事業面での骨格はどういうものであろ

うかお尋ねしたいと思います。 

 続きまして、２番としまして、平成19年度予算規模についてお伺いいたします。 

 平成19年度の予算については、事務ベースではほぼ大まかな集計がされていると思われ

ます。平成19年度の予算では、総額98億6,000万円でありましたが、本年度のそれらに対

しての前年度対比は総額でどのくらいの伸びか、その辺をお尋ねしたいと思います。 

 さらに、歳入面では、18年度は18億円が、町税の大まかな18％が財源でございました。

財源の主体性を持っている交付税につきましては、地方交付税と特別交付税がございます

が、前年度は38億円、40％を占めているような状況でございました。さらに、町債が約12

億5,800万円、12％ぐらい占めており、それらの３部門で、町の財源の約70％を占めてお

ります。それで、平成19年度の予算についてはどのように変化しているのかをお尋ねした

いと思います。 

 歳出面では、消防署所が19年度から稼動すると聞いておりますが、18年度ではその消防

関係の委託費、負担金、水戸市に３億1,200万円、笠間広域には3,800万円、合計３億

5,100万円の負担をしておりますが、平成19年度は水戸市に支払いをする金額は、どのく

らいの金額の負担金になろうかと思います。これらの負担金については、予算時期ですの

で、ほぼもう割り当てが決まっていると思いますので、負担金についてもお伺いしたいと

思います。 

 それから、大きい２番で、今後の農業農政対策についてお尋ねします。 

 集落営農・担い手対策事業の認定と現在の進捗状況についてお伺いいたします。 

 広報「しろさと」の12月号に集落営農の報告がありまして、３地区が設立したとの報告

がありました。さらにその後の進捗状況、さらには今後の見込み、それらについてお伺い

したいと思います。 

 ２番としまして、今後の集落営農・担い手対策事業の進め方についてお伺いしたいと思

います。 

 集落営農・担い手対策事業につきましては、終戦後の農地解放以来の農業農政改革であ
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ろうと私は思っております。しかしながら、そのほとんどの農家の人は、この実態を把握

されておりません。今後、集落営農・担い手対策事業については、これからの農業の核と

なり、さらには、どのようにこの集落営農・担い手対策事業について役場では推進してい

くのかをお尋ねしたいと思います。 

 ３番としまして、その集落営農の中の事業でございますが、品目横断的経営安定対策事

業の進め方についてお伺いいたします。 

 品目横断的経営安定対策については、集落営農のかなめであり、農業経営の核となり、

農産物の価格安定化を図る重要な対策事業であります。この事業につきましては、米、麦、

さらには大豆でありますが、今まで３集落が設立された集落については、麦と大豆栽培農

家が大半でございます。これらについては、麦、大豆の補償価格を持つのには11月までに

認可を取りなさいよということで、設立の運びとなったのが原因だと思います。 

 さらに、一番幅広い米を主体とした集落は、一番水田再編対策事業の転作率が非常に関

係してきますので、これらについての考え方と非常に難しい面があろうかと思いますが、

一番転作の達成率がかなめになってこようかと思いますので、この辺を絡めた推進の仕方、

それらについてお伺いしたいと思います。 

 次は、（４）番目で、集落営農の担い手対策事業から取り残された農家の対策はどのよ

うにしていくのか。集落担い手対策事業から取り残された農家については、品目横断的経

営安定対策から当然取り残されるわけでございますので、農業価格の補償もなく、多分農

業経営は安定しないと思います。そうなれば、農業経営は崩壊してしまうと思います。こ

れらについての今後の町の行政の対策についてお伺いしたいと思います。 

 大きい３番目で、少子化対策事業の取り組みについて。 

 １番目としまして、女性が安心して働きながら子育てができるように、学童保育につい

てどのように考えているかをお尋ねしたいと思います。 

 現在、城里町で実施している学童保育事業につきましては、石塚小学校、小松小学校、

それから保育所で２カ所と、合計４カ所で１年生から３年生を中心に実施しているとのこ

とでございます。旧常北町には４カ所ございますが、旧桂村、七会村には１カ所もござい

ません。 

 その中で、その必要性を感じ、城里町立の七会保育所の父兄の方でアンケート調査をい

たしました。対象者は28名でございまして、そのうち回答された方が22名ございまして、

回収率は78.5％でございます。その集計の結果は、「学童保育があれば利用する」と解答

された方は22名中19名、86％の方が学童保育の必要性を要望しております。地域格差のな

い学童保育を望んで、町長にお伺いしたいと思います。 

 さらには、教育長にお伺いいたしますが、少子化対策事業の取り組みとして、来年度か

ら全国で小学校の放課後教室を実施すると、平成18年８月29日の読売新聞に掲載されてお

りますが、文部科学省と厚生労働省は、来年度から全国すべての公立学校で放課後も児童
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を預かることを決め、そして児童を預かるということでございますが、そのスタッフは教

員のＯＢ、地域住民で勉強やスポーツのプログラムを用意して、児童が放課後を学校で過

ごせる環境を整え、共働きの家庭の子供にはさらに時間を延長するとされております。こ

れらについて、平成19年度、国では総事業費約1,000億円を見込んでいるとのことでござ

います。城里町の対応としてはどのように対応するのか、教育長にお伺いいたします。 

 さらに、防犯対策でございますが、大きい４番で防犯対策について。 

 西小学校の生徒は、遠距離で通学路が冬期になると夕方暗くなってしまいます。そのよ

うな状況の中で、犯罪のおそれがあると想定されます。そこで、その対策としまして、防

犯灯の設置、これについては増設になろうかと思います。今市市の誘拐殺人が１年を過ぎ

てもまだ犯人が見つかっていないような状況で、このように小さいお子さんに対しまして、

最近犯罪が多うございます。その対策としましては、１つは、防犯灯の対策だと思います。 

 そのところで、私、防犯灯の西小周辺の調査をいたしました。西小の生徒はほとんどが

県道を主体にして通学しているわけでございますが、その中で、県道の大子笠間線の中で

一番暗く防犯灯がついていなかったのは、七会支所の裏側、その辺のところが暗くて、実

際には大谷原から大沢、そちらの方から通学している生徒さんは、多分夜は暗かったと思

います。さらには、鶏足山片庭線では、下赤沢と上赤沢の境のあたりが山林が多くてその

辺が暗うございました。 

 それから、水戸真端線では、大網集落のほとんどの県道には防犯灯がついてございませ

ん。さらに、県道で防犯灯がついているところでも、大体電柱の４本から５本間隔で、そ

うすると大体200メートルから300メートルぐらいの間隔に１カ所ぐらいのところでござい

ました。さらには、ついていても防犯灯が歩道の反対側についていなくて、生徒が通学す

る下は本当に暗いような状況でございました。これらの対策について、町長よりお伺いし

たいと思います。 

 以上、第１回目の質問について終わります。 

○議長（小林 宏君） さらに傍聴人２名を許可いたしました。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） ５番飯村吉伊議員からの一般質問でありますが、第１点目は、平

成19年度の予算編成についてということで、予算編成の方針、また、予算の規模等につい

てご質問がございました。 

 平成19年度の予算編成等につきましては、国の三位一体の改革に伴う税源移譲等の実施

が、定率減税の廃止など税制改正による個人町民税の増加が見込まれるものの、これら制

度改正に伴って、いわゆる所得譲与税などが廃止、縮減されるということであります。そ

ういう中で、地方交付税につきましては、新型交付税の導入など抜本的な制度改正が避け

られないということで、総体的には大幅な歳入の減額が予想をされるところであります。
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財政運営につきましては、厳しい状況になっているということを予測をしております。町

の総合計画や合併の建設計画、そういうものに沿って、事業を選択しながら進めてまいり

たいと思っております。 

 総体的には、予算編成において財源不足につきましては基金の取り崩し、そういうもの

にも対応しながらやっていきたいと思いますが、基金も枯渇状態にあるわけであります。

平成19年度の予算編成に当たりましては、現在取りまとめ中であります。そういう中で、

財政担当にも非常に厳しい状況の中にあるということで、取りまとめを現在実施中であり

ますので、具体的な内容等につきましては、それらがまとまった段階でお知らせをいたし

たいと思っておるところであります。 

 また、19年度の予算規模についてでありますが、平成17年が93億円、18年が98億円とい

うことでありますが、いずれにしましても、平成18年の98億円よりはずっと少なくなると

そういうふうに思っておるところであります。そういうもので、町の建設計画、総合計画

に沿いながら、そういうことの事業実施に当たってまいりたいと思っておるところであり

ます。 

 次に、農業農政対策についてでありますが、１つは、集落営農・担い手対策事業の認定

と現在の進捗状況についてということであります。 

 これにつきましては、平成19年度から新しい農業政策である品目横断的経営安定対策、

そういうものが出てきておるわけであります。米、麦、大豆といういわゆる耕種農業につ

いての規模の拡大、認定農業者の担い手が担っていく、また、集落営農が行っていくとい

うことで、ＪＡ、また行政、農業者、そういうものが一緒になって指示、支援をしておる

ところであります。 

 集落営農組織としましては、粟集落営農組合、上阿野沢集落営農組合、上圷集落営農組

合、町内３つの営農組合が設立をされております。また、農業組合法人として、ＪＡ水戸

の城里という農業法人が設立をされておるところであります。認定農業者等につきまして

は、56経営体になるというふうな見通しで、現在それらの組織化をＪＡ水戸と一緒になっ

て進めておるところであります。 

 また、今後の農業農政対策についての２番目としまして、今後の集落営農、担い手対策

の進め方についてということでありますが、今も申し上げましたように、平成19年度から

農業政策が変わっていく、やはりＷＴＯの関係とか、対世界的な規模で農業を見ていかな

ければならない、そういう時代に入っておるわけであります。そういう中で、小麦、大豆

というふうな品目については、生産者が価格安定をしていくためには、そういう組織に入

った者に対しての支援をしていくということでありますので、できるだけ早い時期にそう

いう組織を進めてまいりたいと考えておるわけであります。 

 次に、品目的経営安定対策事業の進め方ということでありますが、農村の農業従事者の

高齢化、兼業化、耕作放棄地の増加など、そういう農業・農村が危機的な状況にあるとい
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う中で、経営の所得安定対策大綱が決定されて、それに沿っていわゆる品目的横断経営安

定対策、米、麦、大豆の生産については、このような方向でやっているということで、県

の方でも決定をしておるわけでありますが、その集落営農や担い手の対策事業から取り残

された農家の対策はどうするのかということでありますが、いわゆる横断的経営安定対策

については米、麦、大豆と、本州といいますか、この地方ではそういうことでありますが、

いわゆる農業は幅広く果樹、ハウス、野菜、また、原産物のキノコとか、そういういろい

ろな農業としての生産を城里町あたりでは続けておるわけでありますが、小麦、大豆ばか

りではなくて、そういう方向の農業も今後の振興を図っていくということが大事なのかな

と思っております。 

 次に、少子化対策事業の取り組みについてということであります。 

 女性が安心して働きながら子育てができるように、学童保育についてどのように考えて

いるのかということであります。 

 今の少子化時代、確かに子どもを育てる環境をつくっていかなければならないと思って

おるところでありますが、生活、仕事、そういうものが調和できるような社会環境を整備

していくということが大事なのかと思っております。 

 議員ご指摘のように、旧常北地区においては、小学校１年から３年までを中心に、学童

保育が行われております。２つの小学校、民間保育所２カ所でということでありますが、

七会地区等にはどうなのかというご質問でありますが、いわゆる放課後子どもプランとい

うふうなプランが出ておりますが、厚生労働省関係の方と文部科学省の教育関係の方が一

緒になって進めていく、今までばらばらで保育所は保育所、幼稚園は幼稚園というふうな

ことだったんですが、学童保育といいますか、放課後の子育てプランについては、一緒に

やっていくというふうなことになってまいったわけであります。 

 そういう中で、学童保育等については、この後、教育長の方からもご答弁申し上げたい

と思いますが、平成19年度、町としてはあと２カ所ぐらいふやしていきたいなというふう

な現在考えを持っておるところであります。 

 次に、防犯対策でありますが、西小の生徒の通学距離は遠くて、夕方暗くなって街灯が

少ないというお話でありますが、町としましては、防犯灯の設置については、区長からの

要望等に基づいて現地調査を行って、全体的なバランスを考慮した上で必要な箇所に設置

をしておるわけであります。 

 現在、町で管理している防犯灯は全部で1,961基であります。地区別にいきますと、旧

町村単位では申しわけないんですが、常北地区が1,149、桂地区が541、七会地区が271と

いうことで、本年度で11月末までに16基設置をしております。これらについては、区長さ

んの要望にできるだけこたえようということで、現地調査の上で設置をしておるところで

あります。 

 また、11月になりまして、東京電力の方から12基の防犯灯の寄贈がありましたので、こ
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れについては、中学校のＰＴＡと生徒会にそれぞれの学校へ割り当てをして、子どもらの

要望の出ているところへつけるということで作業を進めておるところであります。 

 町全体としてもそういう犯罪がないような地域にしていくということで、そういう点に

ついても十分意を用いながら設置に努めてまいりたいと考えておるところであります。 

 以上です。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） 何か話の方向が、次年度から予定されている放課後子どもプラ

ンに関する件かというふうに受けました。これについては、平成19年度から５カ年計画で、

子どもたちが安全で安心して生活できる環境づくりとして計画なされたわけでございます。

現在、先ほどから話が出ていますように、常北地区につきましては、公私立合わせて４カ

所それらに関する施設がございますけれども、残された地区について、あるいはさらに３

年生までというふうなことではないものですから、これらの実施について今後検討してい

かなければならないということと考えております。 

 特に、そういう意味で、この放課後子どもプランに関する運営委員会の立ち上げをして、

町としてどう取り組んでいくかということを検討して、施策の実施に向けて今後進めてい

く予定でおりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小林 宏君） ５番飯村吉伊君。 

○５番（飯村吉伊君） 予算編成については、17年度が93億円で、18年度98億円、さらに

は今年度予想されることには減額を予想されるとのことでございますが、歳入面で減額に

なれば、当然歳出面でも減額になっていこうと思います。さらには、その中で歳出面で、

事業面では19年度はどういうものが主体になっていくかをさらにお聞きしたいと思います。 

 それから、今後の農業農政対策の中で、集落営農の担い手対策についての進め方につい

てでございますが、これらについては、農家の人が、組織が一生懸命にその集落をまとめ

ようと現在やって、実施しているのが現状かと思います。その中で、ただいま町長より答

弁の中で、水戸農協との進め方については進めていますよという話のように聞き取れたん

ですが、旧七会地区につきましては、ＪＡ茨城中央が主体でございます。それで、その中

でＪＡ水戸農協につきましては、水戸市で職員を農協に派遣しているような話も聞いてご

ざいます。 

 それで、できれば城里町でもこの集落営農については、先ほど申しましたとおり、農地

法改革以来の改革でございますので、できれば農協が主体になって今進めているのが多い

かと思います。もちろん町と農協が進めているわけでございますが、その中で農協に、聞

くところによれば、水戸では職員を水戸市が水戸農協に派遣しているような話も聞いてご

ざいます。できればＪＡ茨城中央にも城里町で、不可能か可能かはわかりませんが、そう

いう担当者を派遣できるようなこと、さらには、農協にできなければ支所に担当者を配置
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して、この集落営農については本当にこれからの農業農政に対して農業が変わっていく、

改革していかなくてはならない時期ですので、それだけの配置ですか、配置に力を入れて

町としてもやってもらいたいと思っております。これらについてさらにお聞きしたいと思

います。 

 それから、３番の少子化対策事業の取り組み方について、教育長さんにお伺いしますが、

放課後プランについては、５カ年計画と申しましたよね、これは３カ年とは違いますか。

それはそれでいいんですが、それらについての今後の５カ年計画なら５カ年計画のおおむ

ねの事業というか、計画は何年度にされて実施は何年度からするというような計画があり

ましたらお聞きしたいと思います。 

 あと４番の防犯対策につきましては、町長の方から区長さんと状況を調査いたしまして、

増設を図っていきたいというような答えだと思いますので、現地調査をされまして、増設

の方をお願いいたします。 

 第２回目の質問についてお尋ねいたします。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 飯村議員の再質問でありますが、２点ほどお答え申し上げたいと

思います。 

 第１点目は、歳出歳入の件でありますが、歳入は少なくなるということで、そういうこ

とで今のところ取りまとめをして、まだ詳細といいますか、具体的な事業の詰めにはいっ

ておりませんが、いずれにしましても、平成19年度からは、国道123号線、青山徳蔵線、

また、徳蔵倉見線、それらの合併特例債による国・県道の代替事業のような形の道路整備

事業が占めていく部分が多いのではないかと、そういうふうに考えておるところでありま

す。 

 また、ＪＡ茨城中央、それから、ＪＡ水戸等につきましては、議員ご指摘のとおり、水

戸農協、また茨城中央とも営農集落等につきましては、連携をとりながら現在進めておる

ところであります。そういう中で、各ほかのＪＡ管内等でも職員を派遣してくれというよ

うな要望があるそうでありますが、これはちょっと私は無理ではないかとそういうふうに

思っておりますが、ＪＡ水戸、ＪＡ茨城中央、それらと行政、また農業者、そういうもの

を交えた中で、いろいろな農業対策、農政対策、そういうものの連絡調整を図っていくよ

うな形の推進を具体的に図ってまいりたいと考えておるところであります。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） ３年計画ではないですかというお話がちょっと出ましたけれど

も、これについては、３年計画というのは別な地域子ども教室推進事業というのが平成16

年度から緊急３年というふうな話で出てきたことであって、この放課後子どもプランにつ
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きましては、５年間でということでございます。 

 そういうことで、今後のことがどうという話が出ましたけれども、これについては、本

当に運営委員会を立ち上げた上で、かなり検討しなければならないことがございます。決

して常北には公立２カ所、私立２カ所があるからそれでいいんだというわけではないので、

子どもたち全員の安全・安心ということがかかわってきていますし、一方では、新しい施

設を使ってやるのではなくて、既存のものでやりなさいというふうなことで、非常に補助

金等も少ない中ですので、かなり慎重に運営委員会の中で検討して実施に移していきたい

と、そういうことでございます。 

○議長（小林 宏君） ５番飯村吉伊君。 

○５番（飯村吉伊君） 先ほどお答えがなかったかと思うんですが、18年度は委託金で消

防の負担金関係、それが平成19年度はどのくらいの負担金額になるのか、恐らくもう負担

割合はもう決まっていると思われますので、そこらのお答えをお願いしたいと思います。 

 さらに、集落営農につきましては、ＪＡに職員の派遣は無理だということでございます

ので、それならば支所単位にその担当者を置くことはできないかをお尋ねしたいと思いま

す。 

 さらに、教育長さんには、放課後プランについては、早急に実施できるような計画を実

施をできないのか、19年度あたりは実施できないのか、その辺についてお伺いしたいと思

います。 

 以上、最後の質問について、３点お願いします。 

○議長（小林 宏君） 企画財政課長。 

〔企画財政課長加藤木昭博君登壇〕 

○企画財政課長（加藤木昭博君） 先ほど町長からございましたように、負担金につきま

しては、現在、取りまとめて数字的にはまだ把握はしておりませんが、18年度、先ほど飯

村議員からございましたように、水戸市と笠間で約３億5,000万円を計上しております。

その中には水戸市で採用をしております職員の負担金も入ってございますので、そんなに

額的には違わないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 担当者を支所ごとにというふうなことでありますが、先ほど申し

上げましたように、各ＪＡ、また行政、そういうものと連絡調整をするような会議を持ち

ながら、そういう中で対応してまいりたいと考えております。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） できるだけ19年度実施の方向で検討していただけないかという



－２７－ 

 

お話だったので、その件については、極力努力はしていきたいというふうに考えています。 

 ただ、非常に難しい問題がこの中にあるのは、１つは、子どもが減ったから空き教室が

あるんだろうというような発想も、もとにないわけではないんですけれども、現在のとこ

ろ、各小学校ともいわゆるあいている教室がないという中で、施設の工面もしなければな

らないのが１点大きな問題かなと思うんですが、さらに、できるだけ自主運営でという方

向が打ち出されている、その辺の組織の立ち上げというのか、その辺がなかなか難しいこ

とが含まれているなということを感じながらおりますけれども、できるだけ努力してまい

ります。 

○議長（小林 宏君） 以上で、５番飯村吉伊君の一般質問を終結いたします。 

 次に、通告第２号 ７番玉川台俊君の発言を許可いたします。 

 ７番玉川台俊君。 

〔７番玉川台俊君登壇〕 

○７番（玉川台俊君） 第４回議会定例会に当たり、通告によるところの一般質問を始め

ます。 

 まず初めに、財政問題に関して伺います。職員の適正職員数、また、人件費に観点を置

いて伺うものであります。 

 茨城県の橋本知事は、2007年４月から３年間、給与を教師、警察職員を含めた全職員に

一律５％給与カットを県職員組合に要求しております。城里町は、町税の本年度当初予算

額約18億500万円では、一般職の職員の給与さえ賄えない財政事情であります。給与に共

済費、また、町長、議員、特別職の費用を合わせ合計すると、ざっと５億7,000万円の赤

字になるという計算でありますが、このような財政事情の中とはいえ、職員の採用を抑え、

勧奨退職を勧めるだけでは今後にしわ寄せが来ると思います。 

 そこで、仮に給与を10％カットできれば、職員数の10％の削減と同じ効果があります。

職員にも生活があり、当面、急激な職員のカットを行うことなく、よりよい住民サービス

を行うためにも人材が必要であることから、職員の理解を得、給与の引き下げを考え、財

政難の解決とサービスの向上を図るべきであると思いますが、町長の考えを伺うものであ

ります。 

 続いて、２番目の町民要望について伺います。 

 11月11日に、黒澤止幾生誕200年記念式典が、町内外から約460名の参加のもと、盛大に

行われました。 

 幕末の女傑で、全国初の女性教師として郷土の誇りである黒澤止幾の生家が、城里町錫

高野地内に現存しており、地元やボランティアの方々のおかげで生家が保存されてきたわ

けでありますが、残念なことに生家の敷地が競売にかけられているとの報道があり、関係

者から保存を望む声が上がっております。このことに対して町長、教育長の考えを伺うも

のであります。 
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 続いて、３番目、教育基本法について伺います。 

 教育基本法が国会で審議され、改正される見通しでありますが、改正されたとき、城里

町の教育にどのような影響が考えられるのか、特に愛国心についての教育がどのようにな

ると考えられるか、また、今回の改正で家庭教育と生涯学習が盛り込まれたことが特色と

聞いておりますが、このことにより何が変わるのかを伺いたいと思います。 

 続いて、４番目、公共事業に関して伺います。このことに関しては、６点ほど伺いたい

と思います。 

 まず初めに、入札談合事件が多発する中、談合防止を図る観点から入札に係る改善が求

められております。当町では、契約時に談合に対する違約金条項が導入されていないと聞

いておりますが、これを導入する考えがあるかどうかを伺います。 

 次に、談合情報を得た場合の取り扱いマニュアルはあるのか、また、どのように機能し

ているのか伺うものであります。 

 ３番目は、指名入札、随契に地元優先主義を取り入れないかを伺うものであります。 

 これは、今回、本町商工業の活性化に関する陳情として、陳情でも上がっているとおり、

地元企業育成はもとより、税収面を考慮しても、地元に優先に入札を行うことが望ましい

と思います。町内にある本社、次に営業所、それも地元職員数等を考慮して指名すべきと

思いますが、このことについて考えを伺うものであります。 

 ４番目は、国道のバイパスの進捗について伺います。 

 バイパスの進捗が目に見えて進捗しているようにはなかなか住民としても目につかない。

ということから、おくれていると思いますが、そのおくれているのであれば何が原因であ

るか、また、計画の何％ほど進捗しているものか伺うものであります。 

 ５番目は、町道整備の優先順位の考えについて伺います。 

 費用対効果から見まして、その整備の順番として、私的には疑問がたくさんあるもので、

これをどのような考え方のもと、限りある財源を整備に充てているのか、その考え方を伺

うものでございます。 

 続きまして、６点目は、下水道に関してでありますが、これは２点伺います。 

 １つは、下水道整備をしている中、虫食い状態の未整備世帯への対応でありますが、こ

れはどういうことかといいますと、私道によって開発されているような地域がありまして、

その私道は共有で使っている、そこへその地権者の同意があれば公共下水が入れるのであ

りますが、たまたまその入り口のところにある宅地、所有者の同意が得られない場合に公

共下水が入れない。これは下水道条例施行規則の第24条第２項の規定に係ることと思いま

すが、このことによって下水道が入ることができないという状況がある。このことについ

ては、条例等の見直し等をして救済措置ができると思いますが、このことの解決について

はどのように考えているのか伺うものでございます。 

 最後には、石塚東部地区、バイパスの東側でございますが、ここの実施計画についてい
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つごろの予定をされているのか伺いまして、１回目の質問といたします。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） ７番玉川議員からの一般質問についてご答弁申し上げます。 

 １件目は財政問題についてということで、住民サービスには人材が必要だが、町税を上

回る人件費の問題もある、職員の適正職員数と人件費についてということでありますが、

現在、ご指摘のとおり、町税を上回るようないわゆる人件費というようなことで、支出も

されておるわけであります。 

 いずれにしましても、本町の第８次定員モデルの試算値、全職員につきましては254名

という職員がおります。その中で、いわゆる一般行政職は163人ということになっており

まして、これらのモデル定員から見ますと町では143人ということで、モデル定員のモデ

ルよりは数字上は少なくはなっておりますが、全職員いろいろなポジションについており

ますのをまぜますと254人ということで、議員ご指摘のように、人件費がかなりの率を占

めておるということは事実であります。 

 10％ぐらいの職員給与を引き下げてはどうかというご提案かと思いますが、10％現在の

段階で引き下げるということは非常に困難であると私は認識をしておりますが、退職者の

不補充、そういうものによって総体の人件費を抑えながら、厳しい財政状況も理解いただ

いて、人件費につきましては、新しい今給与表に移っております。 

 そういう中で、高齢職員については今後昇給の見込みはありません。いわゆる給料は頭

打ちで、これから数年間在職しても給与が高くなるというような状況にはないわけであり

ます。現在、特別職、町長10％、助役、教育長５％の給与カットをしております。さらに、

管理職手当の２％カットをして支給をしておりますが、厳しい財政状況を職員にもよく認

識をしていただいて、今後経費削減、そういうものの中でとるべき措置についてはとって

まいりたいと思いますが、10％の削減は現段階では非常に厳しいし、無理ではあると私は

認識をしておるところであります。 

 次に、町民要望についてということで、黒澤止幾の生家の保存を望む声があるがどうか

ということであると思います。これにつきましては、教育長の方からご答弁を申し上げた

いと思いますが、私自身は所有者の黒澤清一さんには、近所ですので何回も行き会っては

おります。本人自身から生家を保存してくれとか、何とかしてもらいたいというふうな話

は一切今まではございません。そういう中で、今後どういう形でやっていくかということ

については、教育長の方からご答弁を申し上げたいと思います。 

 次の教育行政についても、教育長の方からご答弁を申し上げたいと思います。 

 次に、公共事業に関してということでありますが、契約時に談合に対する違約金条項を

導入する考えはどうかということでありますが、国土交通省や各都道府県においては、契

約時に談合に対する違約金条項を締結することによってそういうものを阻止しております。
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県内市町村においてもそういう導入が始まっておりまして、そういう方向にあります。城

里町としましても、こういう動向を見ながら、談合等の不正行為に関する特約条項の導入

を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、談合情報を得た場合の取り扱いマニュアルでありますが、町としましては、城里

町建設工事及び委託業務の契約事務に関する規程第13条の各項の規定に基づいて、措置を

しておるところであります。それは事情聴取、また誓約書の提出、談合の事実の確認、そ

ういうふうに分けてそれぞれの措置をとっておるところであります。 

 次に、指名入札、随意契約に地元優先主義を取り入れる考えはどうかということであり

ますが、公共工事に関しては、現在、一般競争入札、それから随意契約、指名競争入札と

いうふうに分けて実施をいたしておりますが、そういう中で、今までも十分地元にも配慮

をしながら工事等も発注してまいりました。また、他県等の事例等を見ますと、やはり地

元地元で、またいろいろな問題が発生している場合もありますが、できるだけ地元に発注

するという考えではありますが、これからの社会、広く競争性を持ちながらやっていかな

ければならないという時代に入っているということも十分認識をして当たってまいりたい

と思っております。 

 次に、バイパスの進捗状況でありますが、バイパスにつきましては、町がいわゆる先ほ

どの合併特例債の中で整備していくという部分が、123号、それから、日立笠間線があり

ますが、一部地権者で同意を得られないでいるところもありますが、123号につきまして

は、平成18年度末には約75％強の用地取得が得られるというふうな見込みであります。移

転補償等が完了するのは来年度以降になるかと思いますが、いずれにしましても、工事全

体を想定していきますと、重機車両等の進入路を確保しながら123号線のバイパスを整備

していくということになりますので、123号の部分を優先して進めてまいりたいと考えて

おるところであります。 

 次に、県が進めております事業につきましては、片山から上圷の小学校付近までという

ことで、それが延長1,300メートルあるわけであります。それらについては、石塚地内の

用地買収、家屋移転補償等が完了して、来年度から上圷地内の用地取得業務に入ると、そ

ういう情報を得ておるわけであります。 

 次に、町道整備の優先順位の考え方でありますが、これにつきましては、各地区の区長

の要望を取りまとめしまして、地権者の同意を添付をして申請を出していただいて、それ

を受け付けて、整備順位につきましては、合併時の建設計画等に基づいて計画を進めてお

るという段階であります。合併後の要望につきましては、緊急性、地域性、そういったバ

ランスを考えながら、地権者の同意も添付をしていただいて、そういう中で事業を進めて

いくということで考えておるところであります。 

 次に、下水道整備事業の虫食い状況の未整備世帯の問題でありますが、私道につきまし

ては、町の公共下水道の私有地道路内排水施設設置要綱等によって、公共下水道工事の申
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請書、設置承諾、排水設備の確約書、位置図等を提出いただいて、調査をして事業を実施

しておるところでありますが、土地所有者の同意が得られないというふうな状況の中では、

非常に民民の関係でありますので、非常に難しいものがあるということで、お互いが近所

の理解を得ながら進めていただければ─非常に難しい状況であると私は思っておるとこ

ろであります。関係者それぞれの同意をいただくということで、私道については対応して

おるところであります。 

 また、石塚東部地区の計画でありますが、これにつきましては、那珂久慈流域下水道計

画について、那珂久慈の処理区、常北第１処理区分の石塚の一部及び那珂西地区について

は、18年１月に変更認可をされまして、86ヘクタールを加えて全体が271ヘクタールとい

う地域の中で実施をしておるところでありますが、処理区の拡大によりまして、17年度の

未認可地区の整備率は61％であります。 

 また、石塚東部の地区につきましては、バイパスの東側になるわけでありまして、平成

18年１月の変更認可計画に基づいて、現在上泉幹線の整備を実施しております。これらに

ついては、東部地区については上泉の方から落ちてくるというふうなことになりますので、

いわゆる上泉の幹線が整備をされた後に東部地区へ上がってくると、そういう状況であり

ますので、全体が整備をされるのは平成23年度ごろではなかろうかということで、現在推

進をしているところであります。 

 以上です。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） 玉川議員さんからのご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、２番目の黒澤止幾の生家保存、これを保存したらという声が多いけれどもという

ようなお話でしたけれども、これについて、まず、お答えしたいと思います。 

 黒澤止幾生誕200周年記念が盛大に行われて、止幾に関する関心が大変高まったという

こと、これは本当によかったなというふうに認識しておるところでございます。一方で、

止幾の生家をどうするかということは、正直申しまして、非常に難しい問題を抱えている

ということです。この生家自体が個人所有でもあり、先ほど町長の方から話がありました

ような経過もございますので、なかなか保存に町がということができないという状態かな

というふうに考えているところでございます。しかも、新聞報道されたような件もありま

すので、大事にしなければならないだろうという町民の声も理解できますけれども、現状

では非常に難しい問題だというように認識しております。 

 それから、次の教育行政についてということで、教育基本法が改正されたときに、城里

の教育はどうなるんだという大変心配されたご意見をいただいたわけですけれども、現在、

教育基本法が参議院での審議が続いている、今国会での成立という見通しもあるわけです。

そういう報道がされていますので、法案が成立するということは十分予想できます。その
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際、教育基本法によって城里町の教育にどのような影響が出るかというこの件につきまし

ては、非常に難しい問題を質問されたというふうに、私としては受け取らざるを得ないん

ですが。 

 議員さんもご存じかと思うんですが、教育の法体系というのは、教育基本法のもとに学

校教育法があり、施行令があり、施行規則がある、あるいは地方教育行政の組織及び運営

に関する法律というふうなそういう幾つかの法律のもとに、学習指導要領というのが位置

づけられていて、そこから現在の学校教育の基本がなされているというような状況でござ

いますので、教育基本法だけでいろいろな問題について答えることは、私としては非常に

難しいし、できないというのが正直でございます。この件については申しわけないと思い

ますが、しかも、詳しい話として、今回新たに家庭教育とか、幼児教育とかそういうこと

まで条文が出てきているわけですけれども、これらにつきましても、ちょっと申し上げら

れないというのが現状でございますので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（小林 宏君） ７番玉川台俊君。 

○７番（玉川台俊君） １回目の質問で、どうも私の望む答弁がないものですから、もう

一度聞きたいと思いますけれども、まず、職員数、私の考えは、私が思うところの理想を

申し上げたいと思いますけれども、職員数に関しては、全職員が、例えば人口100名に対

して１人、そうしますと230名、それの２割カットぐらいが、民間から考えますと理想で

はないかな、そうしますと大体185名ぐらいになるというのが、そのぐらいにしていただ

きたいなというのが私の希望でありますが、急には難しい。 

 また、10％というのは仮の話でありますから、５％でもいいでしょうし、何％でもいい

でしょう。そういうことで10％は難しいと、それは10％は難しければ５％はどうなんだと

いう話になりますが、その職員数の給与は来年以降ほとんど上がらないだろうと、これは

この財政から見て当然のことと思います。しかしながら、現在の給与水準からしますと、

民間の考え方という中には、地方の公務員の給与水準が、大体100名以下の中小企業の給

与水準よりも高いというようなお話をよく聞くことがあります。実際、町民の方の話を聞

いても、そういう意見がたくさんあります。 

 ですから、我々町民からすると、役場の職員さんは給与が高いという認識をされている

ということです。実際はどうなのかわかりませんけれども、そういう認識のもとで見られ

ているということを町長には認識をしていただきたい。それから、考えていただきたいと

いうことでございます。 

 それから、今回、特別職の報酬、報償等、その費用を約12％カットする条例改正案が出

されたということでございますが、特別職だけ12％カットする、これは一方的なことであ

ろうと思いますが、では職員はどうなんだという声は当然出てくるのではないかなと、そ

のことも町長には認識していただきたい。それで、ちょっと考えていただければと思いま
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す。 

 次に、町民要望ということでございますが、町長は、所有者から保存についての要望は

聞いていないということでございますが、私はそういう意味ではなくて、新聞報道、いろ

いろな関係者がせっかくの生家をこのままなくしていいのかという声が上がっているとい

うことでございます。そのことについて考えを聞いたものでございますが、教育長も保存

はなかなか難しい、それは私もその物件が複雑な入札というか、それにかかっているから

難しいということもありますし、私も一度見たことがありますが、それならば、私は近所

に移築をするということもあるのではないかなとそう思います。ですから、あの建物を買

い取って移築をする、要するに、写真とかという形ではどうしても手に触れる効果より少

ない、地元の誇りというものをそうそう簡単になくしていいものかと私は思います。 

 教育基本法との絡みもありますが、愛国心云々という話がありました。これをどうして

いくのかなということがよく報道なんかでも問題になっておりますが、それらを考えます

と、せっかくの郷土の誇りといえる全国初の女性教師の生家を、あるものをそのままなく

していいのかと。これは我々ばかりではなく将来的に見ても、そのときの行政は正しかっ

たのかということがまず問題になるかもしれない、そのようなことだと思います。 

 ですから、方法はあると思います。場所はちょっと移転しても、実際に使われたそうい

う民家があれば、それを資料館として活用することもいいのではないか、その費用は、例

えば、ふれあいの船事業というのは私は前から補助率が高い、それを仮に３分の２にして

でも、四、五百万円の年間の補助金がそちらへ回すことができるだろう。であれば、何年

かでその移築に関する費用も出てくるのではないかな。お金はないわけですから、どこか

から回すべきだ。回すのであればその基金はもともとふるさと創生基金でありますから、

子どもたちに対する補助率をちょっと下げてもそちらに回せば、問題は解決するのではな

いか、そのように思いますので、そのような観点から答弁をいただきたい。 

 次に、教育基本法の問題でありますが、私はいろいろな法令があって、簡単には答えら

れないということでありますが、例えば、問題になっているのは愛国心を態度という言葉

で、態度を養うというか、いろいろ言われております。この辺に関していろいろ報道があ

りまして、例えば、どこかの議会でありますが、名称は忘れましたけれども、議会で教育

長にこのような要求がありました。例えば、国家斉唱するときにＰＴＡの方が何人か座っ

ている、それをチェックしなくてはいけないのではないかというときに、その教育長さん

は「そのようにします」と答えて問題が起きたということがあります。こういうことが起

きてはいけないんだろうと私は思うので、具体的にそういうことはないだろうと私は思い

ますが、例えば、皆さんが心配されているのは、その愛国心をどうして態度という形でそ

れを評価していくのかなと。この辺が心配されていると思うんです、町民単位では。 

 その辺の答弁と例えば、家庭教育が入ってきたということであります。もともと家庭教

育云々という話は当然なことであるから、今までは当然盛り込むこともなかった、だけれ
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ども、それが今どうしても文言として盛り込まなくてはならなくなってしまった実際があ

るので、入ってきたということも言われていますので。また、その生涯学習、生涯学習は

いろいろやっていますが、それが特色だと言われていますので、その辺の観点が今までと

大して変わらない。変わるとすればこういうことだろうと、そのぐらいは教育長でありま

すから、経験と実績からしてどのことがどういうふうに変わるだろうということは、仮定

の話ではできるのではないか。ですから、そういった観点でお答えをいただきたいと思い

ます。 

 それから、違約金条項でありますが、町長は「検討していく」という答弁であります。

県の方ではこれを町村に指導していくというコメントがありましたので、「検討してい

く」というよりも「取り入れる」という答弁を私はいただきたい。「検討していく」とい

うのは、するのかなという期待に中、なかなか「検討」という言葉は実施にされないとい

うことがありますので、ぜひこれは「取り入れていく」という答えがもしできるのであれ

ば、そのような答弁をお聞きしたいということであります。 

 それから、指名入札、随契に地元ということで、これをお願いしたいわけでありますが、

競争力云々ということもありますが、その競争力をつけるためにも、ある程度地元優先主

義でいかないと全部シャッターが閉まってしまう、このような事態になってしまいます。

一度閉まってしまえばもうそこで終わりで、復活ということはなかなかあり得ない。 

 この辺を考えていただきたいということと、何も町発注ばかりではなくて、町の職員さ

んは250余名いらっしゃるわけでございますから、なるべく町内での消費を職員さんにお

願いしていただければ、それはそれなりの効果があるだろう、このように思いますので、

例えば車に乗ればガソリン、例えば食料品を買うこともあるでしょうし、衣料もあるでし

ょう。なるべく職員の方にそういうことを、強要というわけではないけれども、財政をい

ろいろ考えればそういうことが地道に職員としてできることではないかと、そういうこと

を訓示していただければありがたいと私は思います。 

 それから、バイパスの進捗でございますが、地権者の中には移転しなければならない方

がいらっしゃって、町からの情報がない、それでどうしていいかわからないという現状だ

ということで困っているという。その辺の例えば定期的に報告を入れていくようなことは

されているのかどうか。 

 前にも質問しましたが、当事者はにっちもさっちもいかないわけです。いつ移転したら

いいのか、その物件も探さなくてはいけない。かといって家はだんだん傷んでくるから、

本来はリフォームしなくてはいけないんだけれども、移転が決まっていてリフォームもで

きないような現状があるということを前にもお話ししましたので、その辺を考えていただ

きたいと思います。 

 それから、町道整備でございますが、前にも費用対効果、例えば通学路、私が申し上げ

た0101号、アジラ線です。石塚・岡崎鍼灸院さんから石塚小学校へ上がるアジラ線という
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んでしょうか、そこには最近もアパートが建ちまして、さらに、町道に張りついている戸

数が増加しております。それで、前の答弁ではできるところから拡張して、車の対面交通

が譲り合いの中できるようにしていきたいという答弁はありましたが、一向にその気配が

見られない。 

 また、私も桂地区にちょっと往診等で参りながら、国道から見える町道整備を見ており

ますが、ここは私道ではないかなと、行きどまりが個人宅であって、そのような町道の整

備もされておりました。 

 その費用対効果ということを考えますと、どういう順番なのかなと。町長も区長さん要

望等を考えてということでありますが、先ほどのアジラ線というのは、古くから区長要望

が出ております。そういうことを考えて検討していただければと思いますので、お願いし

たいということと、下水道の虫食い状態。これは当然地権者の問題がありますが、私の近

所の場合は、その入り口が宅地ではありますが、宅地として課税されないほどの猫の額ぐ

らいのものであります。たまたまそれが地元の方ではなくて、東京の不動産関係とか聞き

ましたけれども、本当に入り口を紙一枚でふさいでいるような土地であります。そういう

ところは、現在、アスファルトで道路として使用されておりますので、宅地としての見方

はちょっと違うのではないかな、そういうところがありますので、実情をよく見ていただ

いて、考慮をしていただきたいと思います。 

 以上で２回目、終了します。 

○議長（小林 宏君） ここで、午後１時まで休憩いたします。 

 午後は、玉川台俊君の２回目の質問に対する執行部の答弁から入ります。 

午前１１時５９分休憩 

────────────────────────── 

午後 １時０２分開議 

○議長（小林 宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 玉川台俊君の２回目の質問に対する答弁から入ります。 

 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 玉川議員の第２回目の質問に対してお答え申し上げたいと思いま

す。 

 一番最初に、役場の職員の給与の減額の件でありますが、今公務員に対するいろいろな

見方もありますが、そういう中で、きっちりとした勤務をしていっていただくということ

も認識をしてもらいながら、現在のところ10％カットというふうなことについては、将来

はわかりませんが、現段階では無理であると私は感じておるところであります。 

 ちなみに、職員の勤務時間等につきましても、８時半から５時半までということで、い

ち早く県内でも実行をして取り組んでおるところでありますので、ご理解をいただきたい
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と思っております。 

 次に、黒澤止幾の生家の件でありますが、これについては、教育長の方からご答弁申し

上げたいと思います。 

 次に、契約時の談合に対する違約金の件でありますが、これにつきましては、私の方で

はお答えの中で「導入を検討していきたいと考えている」というふうにお答えしたような

つもりなんですが、抜けていたとすれば申しわけありませんでした。特約条項の導入を検

討していきたいと考えているということであります。 

 次に、町内の消費の問題でありますが、全般的に町の商業にしろ、農業にしろ、いろい

ろ消費等につきましては、やはり町民が言う先そういうものを率先していかなければなら

ないと思っておりますので、そういうことについては、職員にも機会を見ながらいろいろ

な機会に対して指導をしてまいりたい、そういうふうに考えておるわけであります。 

 それから、バイパスの進捗状況の件、それから、町道整備の優先順位のことにつきまし

ては、担当課長の方からお答え申し上げたいと思います。 

 次に、下水道の虫食い状態の件でありますが、具体的な例示がありましたが、これにつ

いても、担当課長の方からお答え申し上げたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） まず、黒澤止幾の生家の保存云々というお話でございますけれ

ども、これは非常に先ほど申し上げましたような状況で、難しいことがあるということを

ご理解いただきたいというふうに思います。 

 特に、黒澤止幾さんが残した教育のところの日誌なんかを読んでみると、例えば、池に

頭から落っこっちゃった、それで、全部取りかえたんだというふうな記録も残っているわ

けで、生家だけをほかのところに移して保存するということよりも、現状であそこの場所

で保存してもらうのが最良の方向だというふうに私自身は思っていますし、町としてそれ

についてはちょっと非常に難しい問題があるということしか、今のところお答えできない

ということでございます。 

 なお、次の教育基本法について、愛国心の問題とか、家庭教育の問題とかという話が出

てまいりましたけれども、先ほど申し上げましたように、この教育基本法だけで話を論じ

ていくというのは非常に難しいことがあって、テレビなんかでも愛国心をどう評価するの

かというふうな話についても、クローズアップ現代あたりで報道されていましたように非

常に難しいものがある。しかも、そういうことに対して、この場で教育長自身の私的な考

えでもいいからというんですが、これも私としては差し控えさせていただきたいというふ

うに思います。 

○議長（小林 宏君） 都市建設課長。 
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〔都市建設課長小林修一君登壇〕 

○都市建設課長（小林修一君） 先ほど７番玉川議員さんからご質問されましたことにつ

いて、ご説明したいと思います。 

 まず、４番のバイパスの進捗状況でございますけれども、このバイパスの説明会につき

ましては、昨年説明会をしまして、地権者を集めまして、内容等周知したところでござい

ます。その後、買収に入りまして、ことし買収してございます。全体で123号のバイパス

の方の面積が２万1,000平米ほどございます。そのうち本年度で予定が１万6,000平米、割

り返しますと約76％から77％、本年度で完了しようかと思われます。 

 議員ご指摘の住宅の方なんですが、これらにつきましては、４戸ほどございまして、こ

れにつきましては19年、ことし補償の調査をいたしまして、来年19年度で買収関係をしよ

うと考えてございます。 

 さらに、日立笠間線の方、全体で延長450メートルございますけれども、これらにつき

ましては、19年、20年ぐらいで大体バイパスの方が完了しますので、20年一部この日立笠

間線の方の450メートルの方の補償関係、さらに買収の方も入ろうかと思われます。した

がいまして、説明会等周知関係につきましては、その用地買収に入る前の年、ですから、

20年より一部買収関係が入ってきますので、19年より補償関係を調査いたしますので、来

年になりますれば当然日立笠間線の地権者、住宅関係、係る方のご説明をしたいと考えて

おります。 

 続きまして、（５）の町道の優先順位の関係でございますけれども、これにつきまして

は、先ほどと町長答弁しましたけれども、合併時の建設計画に基づき計画を進めておると

ころでございます。これにつきましては、先ほど議員申されましたけれども、私の時点で

ご指摘のアジラ線につきましては、まだ区の方からの申請書は、今お昼に戻りまして見ま

したけれども、見当たらなかったものですから、今後につきましては、区長さんにご連絡

いたしまして、それで、区長さんの方から申請書、さらに同意書等をいただくようにした

いと考えてございます。 

 この改良の順位につきましては、やはり緊急性、地域性のバランス、さらに同意書等の

あるかないかとか、その辺を重点的に進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小林 宏君） 下水道課長。 

〔下水道課長阿久津和文君登壇〕 

○下水道課長（阿久津和文君） ７番玉川議員さんの（６）番、下水道整備虫食い状態の

未整備世帯の対応についてということでお答えをしたいと思いますが、整備を進める中で、

先ほどご質問がございましたような土地がありまして、管渠整備ができないということで

ありますが、その中で、民民の問題ということで、下水道課といたしましても、業者さん

にお願いという形で何度かご連絡等をして、また、承諾書等も送付をしている現状でござ
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います。 

 現状では、交渉を続けて承諾書をいただくということで、お願いをするという形以外に

はないのかなということで、町としては、町の公共下水道を私有道路内の排水施設設置要

綱で、今まですべて地権者の方々にご努力をいただいて布設をしてきたということから、

今後もこれらにつきましてお願いをして、それらが整った中で管渠整備をしてまいりたい

と考えてございます。 

 以上です。 

○議長（小林 宏君） ７番玉川台俊君。 

○７番（玉川台俊君） ３回目なのでありますが、１番目の財政問題でありますが、私は

仮に10％という問題提起はしましたが、10％にこだわっているわけではございませんので、

５％でもよいでしょうし、パーセンテージは職員さんとの、組合との話し合いになるのか

なと思いますが、その辺の何が難しいのかということを具体的に説明していただかないと、

難しいだけの一言では、どうも納得できないのではないかな。 

 県では５％をお願いしている、実行するわけではございませんが、お願いしているとい

う段階であります。ですから、夕張という話題がたくさん上がっております。その中で夕

張市では30％であるとか、そういう話もありますし、だから、なぜ難しいのかと、10％と

いうわけではございません。10％というのは一例でございますから、その交渉の段階で

何％かできればいいのではないかなと思います。そういう意味で、聞いておりますので、

そういう努力が必要ではないかということから、どのように考えるかということであって、

10％は無理だと、そういう話で聞いているわけではないので、そのようなご理解をいただ

いて、答弁をいただきたいと思います。 

 町長も10％カットしているということがあります。この財政問題では、我々議会は在任

特例を住民運動によって適用から外されて、解散されたということもあります。それはそ

れで町民の意思でございますから、それは法律にのっとって解散され、新たに選出された

わけでございますが、そのような過程を経ている。ですから、残る問題としては、町民か

ら見ればやはり職員の数と費用に目が向くのではないかなということでございますので、

そういう観点からお答えをいただければありがたいと思います。 

 ですから、簡単に10％は無理だというようなお話ではなくて、なぜ無理なのか、できれ

ば交渉してみたいというような返事をいただければ、私としてはありがたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、２番目の町民要望、黒澤止幾の生家でございますが、これも教育長、難しいとい

うただ一言でございますが、難しいということは、新聞報道でもいろいろな権利関係があ

って難しいということはわかりますが、具体的に残す方法を検討する余地はあるのではな

いかなと思います。そういうことから、一言で難しい、では何が難しい、同じ繰り返しに

なりますが、その辺を難しい、どこに問題があるのかなということを提示いただければ、
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我々もそういう問題を解決する方法をまた考える必要があるだろうと思いますが、ただ、

難しい一言では、どうも納得いかないなということでありますので、自分だけわかってい

て難しいということではなくて、親切に説明していただければありがたいと思います。 

 次に、教育行政の基本法改正です。教育基本法でございますが、これも同じように難し

いということで、説明しがたいという話でありますが、私はとりあえず改正されるだろう

ということは承知の上だろうと思います。ですから、教育委員会、また教育長としてその

辺は予見しながら、内容がどういうふうになるのかなということは、もう既に内容は検討

されているんだろう、これからだということはないだろうと思いますので、そういうとこ

ろで、当然、こういうところが少し変わるかなということがもし私見で結構でございます

が、あれば、それなりにお答えいただきたかった。なければないで、私はそれで結構だと

思います。そのようにもう一度お願いしたいと思います。 

 それから、公共事業に関して。町長から確かに導入の検討ということで答弁をいただき

ました。そこで、私が注文したのは、「検討」という言葉ではなくて、簡単にイエスかノ

ーかで答えていただきたかったんです。「検討」という言葉がつきますと、やるようにも

見えるんですが、実際はということとなると、そうでない場合が多々ありますから、この

場合はイエスかノーかで答えていただきたい、そのように思います。 

 誤解のないように、検討についてはイエスだろうというふうに聞いたんですが、最終的

に３回目の答弁としては、イエスかノーかで答えていただきたい、そのように思います。 

 それから、先ほど２回目の質問が終わったときに、地元の商工業の育成に関して、職員

さんにできればそういうふうな訓示を、町内で消費を積極的にしていただくような訓示を

していただきたいということを注文いたしましたので、それに対する回答もいただければ

ありがたいと思います。 

 町の発注する工事とか、購入とかそれに限らず、250名いらっしゃるわけですから、そ

れらの購買力によって活性化も図られるだろうと思いますので、その辺についてお願いを

したいと思います。 

 続いて、町道の優先順位でございますが、そのアジラ線についての区長要望が見当たら

ないというようなお話でありましたが、これは合併前、もう私が区長さんからの歴代の申

し伝えで聞いているところ、20年前以上から要望は出しているということで、それがあき

らめたかどうかはわかりませんが、合併して要望を出していないかもしれませんけれども、

20年前以上からずっと要望があることなんです。 

 ですから、合併してから出ていないから、見つからないからという話ではなくて、もう

要望はあるということを認識していただきたいということと費用対効果ということがある

ではないですか、ですから、費用対効果としてどうなんだということを私は聞いているん

です。私が合併したときの要綱に従って、計画的にやっているという話なんですが、どう

いう観点で決められたのか私はそれはわかりません。私からすると、だれが利用するんだ
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というような町道ですか、それが整備されておりますが、費用対効果ということからする

と、私は疑問があるということなので、その辺を酌み取っていただきたいと思います。 

 また、これは私、過去にも質問をしたことなので、その承諾というか、買収になるかな

ということで、できるところからしていただきたい。一遍にきれいにはなかなかならない

だろうということを過去にしております。そのときは、「できるところからそのように進

めたい」という町長答弁をいただいておりますので、ちょっと努力をしていただければあ

りがたい、そういうことでございますので、そのように聞いていただければありがたい。

だから、区長要望が出ていない、見当たらないという話ではないということでございます。 

 さらに、下水道の問題でございますが、この民民で解決していただきたいということは、

私もそれは法律がそうなっておりますから、なかなかそれは覆すことは難しいということ

はわかっております。しかし、その中で、民が民の中で下水を通しております。それは民

と民の中で承諾事項として通している。それはその入り口がふさがってしまった苦渋の方

法でありますが、それを活用していただければ、両隣のご家庭が下水をつなぐことは可能

なんです。もともとそこには公共下水が通ることになっておりましたから、それらの費用

を本来は出してもいいのではないかなと個人的には考えますが、これは難しい。 

 であるならば、そういう方法もある、民と民の中で。ただ余分にお金がかかるというこ

とでありますから、本来は公共下水から自宅への引き込み分が個人負担でありますから、

その私道上の問題は、計画上はもともと公共下水として通すはずだったんです。その辺を

考えれば、費用の全額とは言いませんが、何％か、何分の１か、それを民が民との中で解

決してそういうことを引けるようなことであれば、町としても新たにそういう補助条例等

をつくれば、ある程度は解決はできるのではないか。 

 というのは、課長さんもよくご存じのとおり、その出口のところがもめてしまってなか

なか承諾を得られないような状態に終わってしまっている、これは多分解決はなかなかし

ないだろう。ですから、そういう方法もとることによって、その虫食い状態がある程度解

決されるケースも出てくるだろうと思いますので、それを私は検討していただきたいとい

うことです。現状ではこの条例にのっとって難しいということはわかっておりますので、

その辺の解決策として、新たな補助とか、そういうことを考えることも必要ではないかと

いうことでございますので、ぜひその辺の検討をお願いしたいということでございます。 

 以上をもって、３回目の質問を終わります。 

○議長（小林 宏君） 総務課長。 

〔総務課長河原井宗蔵君登壇〕 

○総務課長（河原井宗蔵君） 玉川議員さんの人件費削減ということで、ご説明させてい

ただきます。 

 公務員の給与は、人事院勧告に従って決定しているわけですけれども、職員の給与のカ

ットにつきましては、もう既に、平成18年４月１日から平均で８％カットしております。
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平均ですので若い職員は少ない、上にいくほど上がるということで、平均で８％カットし

ております。ただ、減給補償というのがありまして、５年間は現在の給与が保証されると

いうような状況になっておりまして、５年後にはすべて今言ったような平均で８％という

ことでカットしております。そういうことからします。 

 それから、職員ですので生活給であるということです。それから、民間格差是正という

ことで、今言ったような８％のカットをしたわけでありますけれども、減給は補償される

といいましても、去年退職した者からもう既に年金あるいは退職金、そういうものはカッ

トされた金額で計算されております。そういう面からいいまして、一律に職員のカットを

するのはなかなか難しいかなとそういうことであります。 

 それから、ではどうしたら人件費を削減できるかということで、我々もそうなんですけ

れども、早期退職ということで去年は19名、本年は16名、来年度３月末で16名が退職して

いく。そういう中で人件費削減に職員として取り組んでまいりたいと思います。それで、

定員管理というのがありまして、５カ年計画で現在から42名削減する予定でおります。既

にもう来年の３月末で35名が退職するということで、最終的には22年４月には230名程度

に削減する計画でおります。ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） 町民要望の止幾の生家の保存の件でございますけれども、最初

に申し上げましたように、あるいは町長の方から話がありましたように、あの生家が個人

財産として保存されていること、それから文化財として指定も受けていないというような

現状を見たときに、この保存に町費を投入することについての理解が得られるかどうか非

常に難しい問題もあるだろうと思います。なおかつ、新聞報道のようなこともありますの

で、そういう面で、私の方としては大変難しいということを申し上げましたことを、ご理

解いただきたいというふうに思います。 

 それから、教育基本法のあくまでも私見でいいからというのですが、これについては、

私見が一人歩きされても困りますので、差し控えたいと思うんですけれども。例えば、家

庭教育という話がちょっと出ましたけれども、この中に何が書いてあるかというと、ちょ

っと読ませていただきますが、「父母、その他の保護者は、この教育について第一義的責

任を有するものであって、生活のために必要な習慣を身につけさせるとともに、自立心を

育成し、心身の調和のとれた発達を図るよう努めるものとする」、それで、もう１項目、

「国及び地方公共団体は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会及

び情報の提供、その他の家庭教育を支援するために必要な施策を講ずるよう努めなければ

ならない」と、こういうことが盛り込まれているわけですけれども、この中で、当然だよ

なと思われることもありますし、現在、教育委員会として、例えば、家庭教育学級という

ふうな形の中で、できるだけ保護者の情報提供というふうな場も設けているわけですけれ
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ども、もう少しそれを充実させなさいというふうなことというふうに私としては理解しま

すけれども、その辺でご容赦いただきたいというふうに思います。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 違約金条項の導入でありますが、時期はよく検討していきたいと

思いますが、イエスであります。 

○議長（小林 宏君） 総務課長。 

〔総務課長河原井宗蔵君登壇〕 

○総務課長（河原井宗蔵君） ７番玉川議員さんから、町職員の町内消費ということでお

話がありましたけれども、課長会議等で周知してまいりたいと思います。 

○議長（小林 宏君） 都市建設課長。 

〔都市建設課長小林修一君登壇〕 

○都市建設課長（小林修一君） ７番玉川さんの質問でございますけれども、お答えした

いと思います。 

 今後の町道整備につきましては、費用対効果等を盛り込み、考慮して計画してまいりた

いと思います。 

 また、アジラ線につきましては、少しでも早く改良できるよう努力したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小林 宏君） 下水道課長。 

〔下水道課長阿久津和文君登壇〕 

○下水道課長（阿久津和文君） ７番玉川議員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

 補助をというようなお話もございましたが、公共下水道の認可区域内に管渠整備を図っ

ていく場合に、個人に対する補助というのはなかなか難しいのではないかと考えておりま

す。これは補助いたしましても、根本的な解決にはならないわけでありますから、現状で

は補助というのは難しいと考えております。 

 また、難しいということでありますが、交渉をしていただいて、また、町下水道課とし

ても支援できるところは支援をしてご理解をいただいて、きちっとした管渠整備を図って

いくということで対応してまいりたいと思います。 

 また、その間、個人対個人で現在使っている施設を使って排水をするということで、そ

れが協定が結ばれれば、下水道法の11条の中で、受忍義務ということで公共下水道へ流入

を認めておりますので、そういった方向でも民民の中でご努力をいただいて、その間対応

していただければと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小林 宏君） 以上で、７番玉川台俊君の一般質問を終結いたします。 

 次に、通告第３号、14番鯉渕秀雄君の発言を許可いたします。 
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 14番鯉渕秀雄君。 

〔14番鯉渕秀雄君登壇〕 

○１４番（鯉渕秀雄君） 通告制によりますところの一般質問を始めさせていただきます。 

 最初に、古内地域農業集落排水事業についてでありますが、平成18年度事業採択を受け、

本格スタートしたわけでございます。今年度予定の全体設計のため、現在、各地域におい

て各種調査、測量等が行われておりますが、現在の進捗状況と次年度以降の計画について

お伺いをいたします。 

 続きまして、城里町補助金交付についてでありますが、補助金等交付、大半は産業振興

課が窓口になるものと思われます。補助金交付については、以前から見直しが必要との提

言がなされておりますが、依然として旧態の中、申請に基づき、継続し交付されておるの

が実情ではないかと考えております。今後のまちづくりの観点から、大胆な発想のもと政

策的な交付の構築が必要と考えるが、補助金交付に対する考え方をお伺いいたします。 

 また、補助金等交付規則により、補助事業等実績報告書、収支報告書の提出を求めてお

ります。金額の大小にかかわらず提出を受けておられるものと思っておりますが、報告書

等の審査及びチェック機能はどのようになされておられるのか、お伺いをいたします。 

 また、多額補助金等においても、報告書等の提出のみで審査をされてございます。規則

には立ち入り調査等の条文はあるものの、「必要があるときは」という文言になっており

ます。よって、多額補助金等については、証拠書類等の写しの添付並びに調査等義務づけ

る必要があると思われますが、規則の改正について考え方をお伺いいたします。 

 続きまして、歳出削減策についてでありますが、平成６年度以降、毎年の地方交付税の

減額が財政を圧迫し、現在において多額の財源不足が生じてきているのが各自治体の現状

であり、これを基金の取り崩しや起債で補って予算を計上してきているところであります。

過去においての予算分配機能からの発想の転換が急務であると同時に、管理の時代から経

営への時代と大胆な改革が必要と認識をしておるところでございます。 

 そうした中で、経費削減にはおのずと限界があり、過度の削減は住民サービスの低下を

招きやすく、住民の批判を浴びる結果になります。この時期、予算編成に向け大変苦慮さ

れておるものとは思われますが、義務的経費、投資的経費を含め、来年度に向け歳出削減

についての考え方をお伺いいたします。 

 また、各課配置でありますが、現在、本庁舎、分庁舎、トレーニングセンター、コミュ

ニティセンター等に分割配置されており、庁舎管理費等において大きくのしかかっている

ものと考えます。合併協議を尊重するという前提もございますが、課の機能においては、

支所等に移転いたしましても、住民サービスには支障を来たさない課があるものと考えて

おります。課の配置を考慮できないものかどうか、また、給食センター等が合併以前と同

様、旧町村ごとに対応されておりますが、子どもたちへの同一でのサービス提供という観

点から、給食センターの統合はできないものかどうか、こうした課の配置、給食センター
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等の統合により経費削減が望めると同時に、不必要になった土地建物等を処分することに

より、自治体としてのスリム化が図られるものと思っております。町長の考え方をお伺い

して、１回目の質問を終わります。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 14番鯉渕議員からの一般質問にご答弁申し上げます。 

 古内地区の農業集落排水事業の進捗状況、また、今後の計画についてということであり

ますが、現在、全体計画、測量、調査、設計等を実施しているところでありまして、これ

らに対する事業実施に当たっての各関係機関との協議を進めておるところであります。現

地調査等につきましては、地域の皆さん方にご協力をいただき、順調に進んでおると認識

をしております。個々の対応についても、ほぼ完了いたしまして、県道、そういうものと

の県の協議を今具体的に進めておるところであります。処理場の予定地につきましては、

現地確認の上、地権者及び隣接者の同意を得ておるということであります。 

 また、今後の計画でありますが、年度内に全体設計を完了し、全体事業費を算出して確

定をしていきたいと考えております。全体事業費をもとに受益者の負担等についての分担

金等の決定、古内地区農業集落排水事業推進協議会にお諮りをいたしまして、各地区での

協議をしてご了解をいただきたいということで計画をいたしております。 

 事業実施年度につきましては、平成19年から23年までの５カ年間を予定をいたしており

ますが、予算の関係ではどういうふうになりますかあれですが、計画どおりいけば５カ年

間ということで計画をしておる状況であります。 

 次に、城里町の補助金等交付の問題でありますが、補助金は産業振興課所管ばかりでは

なくていろいろな団体の補助金、そういうものも含めてありますが、補助金の見直し、改

革、そういうものについては、ご承知のとおり、各団体に対する補助金、事業や活動に対

する補助金、そういうものについては順次見直しを図ってまいりたいと考えております。 

 今後各団体に対する補助金のあり方や合理性、透明性、公平性、そういうものについて

は、全体的に補助金に対する検討をしてまいりたいと考えております。見直しに当たりま

しては、今後作成する基準をつくって、それらに基づいて具体的な作業を進めてまいりた

いと思います。補助金の廃止、縮小、統合、助成期間の設定、そういうものを全体的に見

直しを図っていくとともに、一方的ではなく激変緩和措置、そういうことも十分考慮しな

がら進めてまいりたいと考えておるところであります。 

 次に、審査とチェック等、どういうふうにやっているのかということでありますが、補

助金交付要綱にのっとりまして行っておりまして、その団体につきましては、大きく分類

をいたしますと、事業的補助金、また、団体町民活動への補助金、各種補助金、人材育成

等助成金、そういうものに分類できるのかなと思っております。いずれの補助金にしまし

ても、町補助金等の交付規則によって、申請から交付まで一連の決裁機能を持たせて交付
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をいたしております。 

 合併時に考えております育成補助金の見直し等も含めて、補助事業が持つ本来の目的や

行政的な効果を見きわめまして、補助金の交付先である財政援助団体等においても、補助

金交付の申請受領、実績報告は適切なのか、また、交付目的に従って実施され、十分な効

果を上げているのかとか、そういうことも検証しながら、補助金の交付に当たってまいり

たいと考えております。 

 次に、多額補助金等交付についての調査を義務づける必要があると思われるということ

でありますが、国等におきましても、地方交付税制度の見直しや国庫補助金、負担金の廃

止、縮減、国から地方への財源移譲、そういうものによりまして、国と地方の財政負担の

あり方が大きく変化しようとしておるときであります。事業的補助金の交付に当たっては、

公平性、透明性の観点から、補助事業の交付要綱、国や県にもありますが、そういうもの

や町の事業交付の規則に従いまして、十分に事業効果が上がるような補助事業執行の適正

化を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、歳出削減策であります。 

 予算の分配、管理から経営というような方向に変わっていくべきだと。そういうことは

確かにそのとおりであるかと思います。現在、町も地方自治体としてスリム化が求められ

ておる財政計画の中であります。そういう中で、本町の場合は、扶助費、公債費、人件費

などの事務的経費が約46.8％、半分を占めておるわけであります。投資的経費が6.8％、

であります。また、財政の硬直化を示す指数であります経常収支の比率等につきましても、

17年度決算で87.5％ということで、非常に限りなく100％に近い硬直化に近づいておると

いうのが現実であります。 

 これらに対しまして、義務的経費につきましては、職員数の削減や公債費については、

今後の起債をできるだけ抑えていく、そういうものを行いながら、扶助費等につきまして

も、国・県の基準、または経費においては地域経済に与える影響、そういうものを考慮し

ながら、行財政改革に努めてまいりたいと考えておるところであります。 

 次に、各課の配置等でありますが、発足当時は16課２局１室１所２支所でスタートいた

しましたが、18年３月より11課３局に再編をして、事務所の位置等につきましても、内部

検討をしてまいったところであります。分庁舎の下水道、水道の場所とか、そういうこと

についても内部検討をしてまいりましたが、発足して間もないのに庁舎がかわるというこ

とも、いろいろ住民サービスに低下を来たすのではないかと、そういうことがありますの

で、現在については現況で庁舎を配備しておるわけであります。 

 経費削減や住民サービス、そういうものを総体的に考えていくと、一極集中をしていく

ということも大事かなと思っておりますが、新しく事務所を建設することについては、私

は差し控えてまいりたいと思いますので、現在の現有の施設を有効に生かしながら、庁舎、

それから職員の配置等を進めていきたいと、そういうふうに考えておるところであります。 
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 次に、給食センターの件につきましては、教育長の方からご答弁を申し上げたいと思い

ます。 

 以上であります。 

○議長（小林 宏君） 教育長。 

〔教育長三村亮一君登壇〕 

○教育長（三村亮一君） 鯉渕議員さんからの給食センターの件についてお答え申し上げ

ます。 

 給食センターの統合については、合併協議会の中での懸案事項でありました。その件に

つきまして、昨年度教育委員会の方でも、センターと十分検討してきましたが、困難な課

題が幾つもあるということで、今後さらに検討していくという方向で現在のところ来てい

るわけでございます。 

 具体的に検討しましたのは、七会の給食センターと常北の給食センターを統合して、常

北給食センターで調理を行うということで検討いたしました。しかし、現在、七会のセン

ターだけで250食余を調理しているわけですけれども、この分を常北センターに一括して

行うとすると、給食センターの内部改装を一部しなければならないということ、現在使用

している消毒殺菌装置、その他の調理衛生管理の機器、これについても、新たな導入をし

ないと運営が不可能であること、さらには、給食の配送の問題、米飯も現在常北センター

の方では水戸の方にお願いをするし、七会の方では給食センターの中で炊飯している状態

でございますけれども、この件についても、業者の方に問い合わせましたところ、七会ま

での配送は無理であるというようなことまで出てまいりました。 

 そういうことがありまして、さらには、七会の分まで配送を行うとすると、このために

調理時間を早めなければならない。したがって、調理した時間から食べさせる時間までを

なるべく短くということで現在対応しているわけですけれども、当然その時間が長くなれ

ば、せっかく温かいものが冷えていく可能性も十分考えられると。そういうことで、経費

的な問題、時間的な問題等十分検討した結果として、昨年度、現状では給食センターを統

合して運営していくのは難しいというような結論に達しましたことをご報告申し上げます。 

○議長（小林 宏君） 14番鯉渕秀雄君。 

○１４番（鯉渕秀雄君） 古内地区集落排水事業については、住民一丸となっての事業要

望から10年が経過してございます。地域住民といたしましても、早期の完工を願望してお

るところでございます。この間行政側には、都市計画マスタープランでの色分けの変更、

さらには、水不足解消に向けた水道事業の統合等と格段のご配慮を賜りました。山間地域

生活水準向上のために今後とも格段の努力を行っていただき、今町長のご答弁の中では、

予算との関係もあり得るというような話が若干聞かれましたが、一日も早い事業遂行に今

後ともご尽力を賜りたいと思っておるところでございます。 

 続きまして、補助金等交付でございますが、見直しはしていくというふうに聞かせてい
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ただきました。その上で、いわゆる今までのばらまき方の補助金交付からいわゆる手厚く

支援するもの、もしくはもう役割を終えたものと、そういうような政策的な見直しがまず

大事ではなかろうかということ、それから、結局、今後の一次産業、この町の基幹産業が

一次産業、農業ということでありますので、そうした一次産業に携わっておられる認定農

業者の育成、もしくは新規就農者の支援と、これは総合計画の中にもきっちりと明確に書

かれておりますが、そうした育成、支援ということに関して、その言葉だけではなくきち

っとした町のシステムをつくっていただければと考えるところでございます。行財政改革

の一環としての、また、活性化対策の一助としてぜひともそうした一次産業が活性化する

ような施策のもと、こうした補助金が交付されるような形が整えばと思っておるところで

ございますので、この辺について再度お願いをできればと考えます。 

 また、補助事業等の実績報告書関係の審査でございますが、現在では、先ほど町長が述

べられたように、決裁機能、いわゆる担当者から課長決裁、そして、三役の決裁と、それ

で終了しておるのが現状だと考えております。そうしたシステムであっても、問題はない

ことはないでしょう。しかしながら、その３項目めで申しました多額の補助金、いわゆる

３けたにわたるような補助金、100万円、200万円、300万円というような。こうした補助

金等は、やはり決裁をもらうばかりではなくて、それに係る証拠書類の提出、いわゆる領

収書の写しの添付ですとか、そういう形がきちんと整っていなければいけないのではなか

ろうかと考えます。その上で、いわゆる報告書等が作文に終わらないように。 

 今の段階では、恐らく決裁機能だけで済ませていますので、恐らく報告書が作文であっ

てもそれをチェックしておられないというのが実情かと考えております。そういう意味か

ら、やはり多額な補助金については、きちっとした証拠書類の添付と、それから、その報

告書に基づく調査、これをきちっとその規則の中に明示できないものかどうか、それを再

度お聞かせいただければと考えます。 

 続きまして、歳出削減策でございますが、人件費の削減を主に今現在やっておられるの

かなと。投資的経費に関しては一律のカット、先ほど申されましたように、扶助費、人件

費、公債費等はカットできないものですから、そのしわ寄せが土木予算ですとか、教育予

算の方に若干向いているのかなという感じがいたしてなりません。それを根本的に変えて

いかなければ、恐らくこの四、五年がこの城里町、公債費比率にしても経常収支比率にし

ても、ピークになっておられるのかなとは考えますが、そうした根本のところの改革をし

なければ、将来的な財源不足は否めない事実になってくるのかなというふうに思っており

ます。いわゆる歳入の増がこのままでは見込めない状況でございますので、その辺をやは

り根本的に考えていただければと。 

 それは要するに、その次に申し述べましたいわゆる課の配置でもって、いわゆる新庁舎

を建てるとかそういうことではなくて、桂支所のスペース、もしくは七会支所のスペース、

この辺に課を配置しても支障を来たさない課があると、私は考えております。そういう意
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味から、庁舎管理費等の削減、そしてまた、自治体のスリム化が言われて久しいわけでご

ざいますが、そうしたものに徐々に手をつける必要があると思っております。 

 というのは、いわゆる分庁舎だって、もう今は水道課ですとか、土地改良区ですとか入

っておられる。そこにかかわる庁舎管理費等が結構大きな金額になってきておると考えま

す。そうしたものを桂支所へ配置することによって分庁舎があく。そうした空き施設の売

却等、もしくは土地の売却等をきちっとしながら、自治体のスリム化を図り、その上で人

件費の抑制に努めていく、これも大事なことではないかと私は考えています。 

 そういう中で、こういう課への配置関係が支所配置は難しいということ、もしくは教育

長から給食センターの統合が難しいという話がございましたが、そういう難しさがあるの

であるならば、いわゆる今の町有財産の中で要らないものと必要なもの、必要でないもの、

その区分けをしながらきちっと処分をされていく。この１つ典型的な例が恐らくヒットパ

チンコ屋さんのところの道路沿いです。細長く町有地が残っておられるという話を聞いて

います。これは町有地として残しておいても何ら町としては役に立たないというか、そう

いう町有地だと、細長いということですので。 

 だから、そういうものをやはり隣接の方に買っていただく、買収していただくというよ

うな方法もあろうかと考える中で、やはり必要もの、不必要なものをきちっと区分けをし

て、処分できるものは処分をし、その負担を少しでもやわらげていくという努力が、この

四、五年の間は必要ではなかろうかと。そうしたものをきちっとレールを敷いておかれれ

ば、後の予算化としての措置は大変楽になってくるのではなかろうかと考えてございます。

そうしたものを念頭に踏まえ、再度の答弁をお願いできればと考えます。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 第１点目の農業集落排水については、できるだけ予定に沿ってで

きるように努力してまいりたいと考えております。 

 また、補助金等につきましては、平成19年度に外部も入れた補助金のあり方とか、総体

的な見直しをする検討会みたいなものをつくってやっていこうということで、庁内でも今

検討しておるところでありますが、いずれにしましても、ばらまき補助とかそういうこと

を言われないように、そういう補助体系をつくり出していきたいと思っております。 

 また、新規就農者、そういうものにつきましては、多分産業振興課等で相談していただ

ければ、農業改良普及所とか、国・県の制度もそういういろいろな制度があると思います

ので、そういうこともあわせて活用しながら、補助を受けていただきたいなと思っておる

ところであります。 

 次に、多額補助金等につきましては、恐らく国か県が一緒に補助をしておるような事例

がほとんどだと思います。そういう中では、国・県等につきましては、国は国、県は県の

基準によって書類審査、また、大体は県あたりは実地調査もありますので、そういう中で、
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町も補助金交付要綱に従って、国・県の補助、そういう基準は超えられませんが、そうい

う機能を持たせながらチェックをしてまいりたいと考えておるところであります。 

 次に、歳出の削減であります。財政問題でありますが、根本解決をしていかなければな

らないという認識は私も持っておりますが、いずれにしましても、現在の町債を減じてい

くということは肝要かなと思っております。そういう中で、入るを図って出るを制すると

いうふうなこともありますが、その入る方も町としても税源を生み出すような企業とか、

産業とか、そういうものを導入できるような努力もしてまいりたいとそういうふうに考え

ておるところであります。 

 また、各課、分庁舎の問題でありますが、前にもほかの議員さんからもありましたが、

現在庁内でも検討中でありまして、下水道課、水道課をほかの支所なり、庁内でもスペー

スがあればそういうところへ戻すということも、全体としては、現在検討をしておるとこ

ろでありますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 また、不用財産の処分等につきましても、そういうご意見に従いまして、現在持ってお

るような不用財産、不動産、動産合わせて、そういうものも適正に処理してまいりたいと

考えておるところであります。 

○議長（小林 宏君） 14番鯉渕秀雄君。 

○１４番（鯉渕秀雄君） 最後に、総合的な見地から、今町長の方から答弁がございまし

たように、19年、補助金関係につきましては、検討会を作成してというような話がござい

ました。私の持論からいけば、いわゆるこうした審議会、もしくは検討委員会、これは１

つの行政の説明責任を地域というか、その代表者、委員の方に説明責任を果たすのみと。

そしてまた、この検討委員会、審議会なるものが、いわゆる行政の責任逃れの１つの避難

口になるのかなと、そういう思いで考えておりますので。 

 いわゆるこれからの地方分権の時代は、行政側がきちっと検討委員会で説明する、審議

会で説明するではなくて、住民に対しての説明責任、これをやはり果たしていくべきなの

かなと。その上でやはり行政が責任を、分担を明確にして、やはりみずからの責任の中で

自己決定をされていくという言葉がございますが、そうした態度を明確に行政が出してい

かないと、やはりここでその人材は育ってこない。その逃げ道をつくらずに、その根本で

ある行政の要するにリーダーシップ、それをやはり明確に打ち出しながら、こうした作業

を進めるべきだと考えますので、これは条例によってつくらなければならない審議会もあ

るでしょうし、いろいろな形の中で審議会を構成しているわけでございますので、余り否

定的な考え方は述べたくはありませんが、ただ、やはり行政側の説明責任を明確にしなが

ら、やはり行政側が最終的に責任をとる、その審議会、検討委員会を逃げ道にすることな

く責任をとるという姿勢を見せてほしいということで、ちょっと町長の考え方をもう一度

最後にお聞かせ願えればと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（小林 宏君） 町長。 
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〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 補助金等につきましての審議会といいますか、そういう形のもの、

行政できっちりやって決めていったらいいのではないかというふうなご意見でございます

が、行政もなかなか自分のセクションを守ると、そういうこともありますので、かえって

私はそれと一緒に外部の人も入って、外部のご意見も承りながら、その方針とそれから最

終的な責任は行政が持ちますが、いろいろなご意見をいただいてその方向を決めていった

方が、より住民に対してわかりやすいことになるのではないかとそういうふうに考えてお

ります。ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（小林 宏君） 以上で、14番鯉渕秀雄君の一般質問を終結いたします。 

 次に、通告第４号、９番杉山 清君の発言を許可いたします。 

 ９番杉山 清君。 

〔９番杉山 清君登壇〕 

○９番（杉山 清君） ９番杉山 清であります。通告に従い、質問に入らせていただき

ます。前置き前座はなくしてやらせていただきます。 

 診療所運営でありますが、去る11月27日、盛田保険課長が、私どものところに来られま

して、七会診療所と沢山診療所の今後の方向づけについて説明をいただきました。内容を

聞いてまず耳を疑ったのと、なぜという疑問を抱きました。そういった中で、通告の締め

切りも11月30日ということで、時間がない中で、大枠で質問事項を書かせていただいた次

第であります。 

 その後、12月８日、議会全員協議会において、城里町国保診療所運営について検討報告

をいただきました。まずもって私は、七会診療所の改善策については賛成であります。沢

山診療所の廃止は反対であります。そこで、町長にお伺いしたいのでありますが、３年前、

これは前後になりますが、桂時代に私は、２回の診療所関連の質問をさせていただきまし

た。ご記憶があると存じます。内容については、診療所の施設の改装、使用改善、そして、

大宮済生会病院のオープンに伴う対応策、院外薬局の受け入れによる差益とメリット面な

どであります。このときの答弁を思い出していただければと思います。 

 沢山診療所の調先生については、着任後３年余の間、村民、そして町民のために働いて

いただいたことに対し、深く感謝をする次第であります。また、平成15年７月に着任され

てから、診療所運営に対し、先生の方から改善策や要望などに対して、町はどのように対

応していったのかお聞きしたいと思います。そして、先生の方から桂地内に開業の話はい

つごろあったのかお伺いします。 

 ２点目であります。 

 17年度会計で繰入金１億1,877万5,000円の七会診療所が、入院施設をなくし、存続はよ

いのでありますが、繰越金、黒字、17年度3,079万7,348円で廃止となる沢山診療所、これ

は３年間で１億5,000万円弱でありますよ、黒字は。そういった廃止についての、また、
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七会との双方のメリット・デメリットはどこにあるのかお伺いします。 

 ３点目でありますが、これが大事だと私は思うんです。時間とお金をかけて３町村の話

し合い、合併協議会がありながら、まずもって診療所の内容は合併協議会にのっていない。

そして、合併後２年もたたないうちに、閉鎖、廃院。今後ますます高齢化が進む中であり

ます。そういったことを考えますと、町長の公約でもある安全・安心のまちづくりに対し

て、私は公約に違反するのではないかと思いますが、この辺もお聞きしたいと思います。 

 ４点目であります。 

 最近の医療事情を見ますと、県内だけではなく全国に僻地や医療機関の不足、市町村に

おいては医師確保策は深刻な問題であります。茨城県にとっても、北部地域、特に早急に

対応が求められていると聞いております。解決策として県は、今年度から筑波大学に医学

部がありますが、その学生枠の増員を設けて、卒業後、県北、僻地、また、医療不足の町

村診療所に張りつけようというやさきのときに、県内でも最優良としている沢山診療所が

廃止となるわけであります。年寄りや地域の方の一点のともしびを消そうとしているわけ

であります。今まで国保の運営協議会、そして、全協の報告はありましたが、今後桂地内、

区長さんや長寿会の代表とか、そういった方を入れて協議会を設けるようなことは考えて

いるのかどうかお伺いをしたいと思います。 

 以上４点、廃止した場合には新設は絶対にあり得ないと思います。最善最良の答弁を町

長に求めます。 

 以上、１回目の質問を終わりにさせていただきます。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） ９番杉山議員からの一般質問についてお答えを申し上げます。 

 旧桂村時代の一般質問のことがありましたが、16年の９月15日に質問をいただいており

ます。これは院外処方をしたらどうかということでありますが、それについては検討もい

たしましたが、あれぐらいの規模ではなかなか院外処方というふうな、平均的には１日50

人未満ですから、50人を超えればできるそうだというような各医者からも話は聞きました

が、そういう中で、現在に至っておるわけであります。 

 町の旧村時代からの対応が何かおくれているのではないかというお話であります。沢山

診療所、平成11年ごろが一番繰出金が2,900万円ということで、一般会計からの繰り出し

をしております。12年が2,800万円です。私は12年の夏に就任をいたしました。13年が

2,000万円です。14年が900万円です。15、16、17年と約600万円ぐらいで推移をしている

が、これは起債償還のための法定の繰入金というのが大体600万円ぐらいなんです。です

から、それは一般会計から繰り出した、そして、なおかつ年度末にはそれを返してもらっ

て、2,000万円なり、3,000万円なりの剰余金が出てきたということはこれは事実でありま

す。 



－５２－ 

 

 そういう中で、対応を私もしてまいりましたが、看護師の問題、それから、窓口受付の

事務のアウトソーシング、そういうこともしてまいりまして、こういうことで現在のよう

に至っておるわけですが、その間、医者の先生方にも本当に一生懸命仕事をしていただい

た結果だと思って、私も感謝をしております。いずれにしましても、それ以前は、やはり

医者不足とか、医者がかわるとか、そういうたびにその次のお医者さんをどうするのかな

ということで、これを切り抜けてきたわけですが、そういうことで検討してまいって、現

在までここ数年間は黒字経営ということが事実であります。何もしなかったわけではあり

ません。 

 それから、開業の話はいつごろからあったのか、ことしの夏前にありました。実は去年

の３月、４月にもやめる話はありましたが、私の方でお願いをして継続して勤めていただ

いた経過があります。その後、独立をしたいというふうな話が私の方にも伝わってまいり

ましたので、本人から聞きましたらば、独立をしてやりたいということで、できれば桂地

内でということでありましたので、私は医者がなかなか来ない地区だから診療所を経営し

ていたというふうな長い経過があると思います。そういう中で、まだ若いですから調先生

は、そういう人が開業してくれる、地元でやってくれるということは、やはり流れとして

は私はいいのではないかと、そういうふうに感じておるところであります。 

 毎日の患者さんを見てみますと、50人か49人とかそういう数字でありますから、２つの

診療所は成り立たないのかなとそういうふうにも考えておりますが、調先生もそういうこ

とで話があったのは、ことしの夏ごろであります。 

 それから、合併協議会のときに診療所の話が出ていなかったのではないかということで

ありますが、これについては、こういう細かい数字、経営内容については事務レベルでは

話になっていたと思いますが、合併協議会の問題としてはそういうわけで出てこなかった

のではないかと思っておりますが、診療所の先生が診療所からかわって個人開業をすると

いうことに対しては、私は安全・安心が失われたと、そういうふうな解釈はしておりませ

ん。調先生も今まで以上に一生懸命夕方遅くでも何でも働くと、そして、住民のために尽

くしたいというふうな気持ちでありますので、私はその辺は十分意を酌んでおるつもりで

あります。これによって、安心・安全の地域がなくなるとかそういうことではありません

ので、私は住民にも納得していただけると思っております。 

 次に、協議会等の立ち上げでありますが、これについては、私はつくる考えはありませ

ん。国民健康保険運営審議会、そういうもののお話も、諮問もいただいて、そういう中で

検討をしてきたわけであります。改めてそういう地域の方に、協議会、審議会、そういう

ものをつくっていくという考えはございません。 

 以上であります。 

○９番（杉山 清君） １点目の要望改善策はあったのかどうか、そのあれが出ていない

です。 
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○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） １点目の町の対応ということですね。これについては、先ほども

申し上げましたように、診療所の経営改善については、ご質問がある以前から進めておっ

たわけであります。だが、院外処方については、いろいろな事情でこれは実行はしており

ませんが、経営改善には取り組んでまいったわけです。 

 以上です。 

○９番（杉山 清君） 一番初め、先生からの要望、要するに改善策といった場合の対応

はあったかどうかということ。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） これは診療所の先生、鈴木先生と調先生、私は２人の先生方と接

しましたが、先生からはいろいろな要望はありましたよ。事務長を置いてくれとか、看護

師をもう１人ふやしてくれとか、窓口を２人にしてくれとかありました。そういう中で、

現行までの対応で、忙しい話はあります。そういう中で対応して、私は先生方に感謝をし

ております。そういう中で対応できるところはしてまいりましたが、現在のやり方で私は

よかったのではないかとそういうふうに思っております。 

○議長（小林 宏君） ９番杉山 清君。 

○９番（杉山 清君） まず、１点目に質問した項目でありますが、私は院外薬局を答え

てもらおうとは思わなかったんですが、出た形ですからお話ししますけれども、まず、こ

こには書いてないんですが、14年度の調剤というか、薬ですか、これの会計の方が頭の中

では7,200万円ぐらいあったと思います、その当時。これは薬局関係とかそういうところ

で調べた形の中で、その金額で割り出した中で、約400万円の差益は出るのである、そう

いうことで私は出していった経緯があります。それは町長の方から話がありましたので。 

 それと、まず、改善策、要望があったという形でありますが、私も先生の方から聞いて

おります。まず、これは私も診療所とか、その当時の村の各施設などを回っていろいろな、

町長も一番頭にあるのはバリアフリーだと思いますけれども、あと出入り口の問題とか、

そういった改善策を出していったと思うんです。これは院外薬局を出す前に出した質問で

あります。 

 それで、それと同じような形の中で、先生の方から、まず、診察室のプライバシー、そ

ういったものも出ていたと思うんです。また、その当時、桂の議員であった加藤議員が待

合室の件、そういうのも出していったと思います。そういったものを、例えば、今までの

間相当年数たっていますけれども、金額的にはそれほどかかっていないと思うのです。や

はり１年間の利益を出した、要するに褒美ではありませんが、そういった策というのも必

要ではなかったのかなと私は思う次第であります。 
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 それと、ちょっと調べた中でありますが、なぜ桂で診療所が閉鎖されるのかと私は疑問

に思って調べたんですが、まず、七会の人口が11月末で2,409人です、それで診療所１つ。 

桂は6,090人です。そして、調先生がそこに個人病院を開くとなれば１つです。常北町は

１万3,886人です。そこで総合病院も含めて５つあるんですよ、病院が。そういった結果

を私はある大学病院の方に聞きました。これは今調べている最中ですからあれですけれど

も、内科診療に限っては3,000人、3,500人ぐらいいればある程度やっていけるのではない

か。ただ、要するに国保ということになると、やはりしょっぱい点もある。ただ、医療と

いうのは、プラスマイナスだから、マイナスになるからやめるとか、そういう形で果たし

ていいんですか、これからますます高齢化になるんですよ。それを要するに私は出してい

った中で、質問を済生会の問題も出したではないですか、そのときになぜもう少し適切な

答えを出してくれないんですか。 

 例えば、今までの桂の診療所の経緯というものもあります。約10年前に阿波山に個人の

歯科医院ができました。そのときはなぜ歯科医院はやめなかったんですか。そして、42年

に新しい診療所が役場の東側にできました。それまでやっていた黒木先生、黒木先生には

それまでやっていた施設を全部貸したのではないですか、そして新たにつくったのではな

いですか。そういったことを踏まえたときに住民はどういうふうに思うかもう少し考えて

いただきたい。 

 また、先ほど住民の方とは説明、またはそういう場を設けない、そして、そういったお

互いの話し合いは設けないという形でありました。それはそれでいいでしょう、違う形の

中で私も進めていきたいと思います。ただ、やはりここで私が言いたいのは、教育、そし

て、年寄りの方に一番先に弊害が出、そして、改革だ改革だという形の中でツケが回るわ

けであります。何回言っても恐らく同じ答えでありましょうから、もう３回とは言わない

でこれで終わりにします。 

○議長（小林 宏君） 町長。 

〔町長金長義郎君登壇〕 

○町長（金長義郎君） 杉山議員の２回目の質問でありますが、平成15年度の医業費の

7,400何十何万円という話は、多分医業費が全体のうちにだんだん上ってくると、そうい

うふうなことでご質問があったのかなと私は記憶しております。診療収入がふえれば営業

収入もふえると、そういうことであります。 

 それから、診療室のプライバシーの問題でありますが、これについては、私も十分話は

聞いておりまして、今年度そこの部分を直そうということで、予算を計上をしたところで

あります。そういう中で、今回 調先生がおやめになるということで、県へは七会の医師

の方１人が県へ帰ることなのでそのかわり、それから、調先生がいなくなったときの医師

を確保願いたいということで、２人の医師の要請をしておりますが、県では２人は難しい

ということで、いずれにしても医者がいないと、そういうことで、現在の情勢に至ってお
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るわけで、非常に医師確保が今後難しい。 

 それから、もう一つは、やはりプラスマイナスの話ではありませんが、私はそれはプラ

スがいいし、マイナスはだめだとか、そういう決めつけはしておりません。地域の医療を

どうやっていくかということで、それでは、例えば診療所も開業して医師を置くというこ

とになれば、やはり今度は赤字で問題をいつまでも長引くことにはならないのかなという

そういう心配をしておるわけであります。そういう中で、そのプラスマイナスの問題では

なくて、やはり地域で今までの診療所の先生が医療をやってくれるということが私は一番

いいのではないかと思っております。 

 それから、歯科が新しくできたときなぜやめなかったのかということは、私に聞かれて

もそれはちょっとお答えしようがありません。 

 そういうことで、中の改装についても、全面改装といいますか、張りかえとかそういう

こともやってまいりました。それから、確かに診療所の今までの診察室と待ち合いをして

いるところのバリアがなっていない、できていないということなものですから、これにつ

いては、そういう形で調先生が長く勤めていただけるということで、今年度の初めに予算

をとったわけでありますが、そういう話になったものですから、執行しないでいるわけで

す。 

 以上であります。 

○議長（小林 宏君） 以上で、９番杉山 清君の一般質問を終結いたします。 

 なお、杉山議員に申し上げます。ご承知のこととは思いますが、一般質問は通告制にな

っておりますので、これからは通告した項目数により質問をお願いいたします。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

 休憩中に議会運営委員会を開催いたしますので、委員の方は委員会室にお集まりくださ

い。 

午後 ２時２７分休憩 

────────────────────────── 

午後 ２時５２分開議 

○議長（小林 宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────── 

散会の宣告 

 

○議長（小林 宏君） 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、明日13日とあさっての14日は休会といたします。次の会議は15日金曜日、午後１

時に本会議場において開会し、議案の質疑に入りますので、会議10分前までに時間厳守の

上お集まりくださるようお願い申し上げます。 

 本日はこれにて散会いたします。 



－５６－ 

 

 なお、議案第84号に対する全員協議会のため、15日金曜日、午前10時に議員控え室にお

集まりくださるようお願い申し上げます。 

 以上で、本日は散会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

午後 ２時５３分散会 

 


